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① 企業PR便のご案内
② 企業広告募集のご案内
③ ブラインドクリーニングはプロに任せて！
④ 格安HP制作・PCレンタルサービスのご案内
⑤ 社長の手取りを増やす目からウロコの具体策
⑥ 補助金申請は当社にお任せ下さい‼ 

⑦ 製作費0円HP制作なら「First」のご案内
⑧ 専門家派遣のご案内
⑨ 助成金のご案内
⑩ 沖縄で求人出すならジョブアンテナのご案内
⑪ 採択実績66.6％！再構築補助金支援のご案内
⑫ 人事制度を見直してみませんか？



5月5日「端午の節句」は、こどもの成長と立身出世を願い、こいのぼりが飾られます。
毎年GW中は県内のいろいろな場所で、空を悠々と泳ぐこいのぼりを楽しむことができます。
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………………………… 12p「明星」女性会だより
◎那覇商工会議所女性会　第四十二回定時総会を開催

……………………………… 16p◎会員企業紹介Q&A
　■株式会社make up company　
　■琉球ドローンステーション

………………………… 14p
◎令和4年度 第79回通常総会が開催されました
NAHA YEG NEWS

沖縄県立博物館・美術館 通信………………………… 21p
復帰前の沖縄観光

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク …………………… 23p
令和4年度雇用保険料率のご案内

トレンド通信……………………………………………… 18p
『ちびだら消費』と『ヘルシースナッキング市場』

潮流を読む ………………………………………………… 17p
ウクライナ紛争を越えて多国間主義の
国際統治の再構築へ

ITを事例からひも解く【事例vol.2】 …………………… 19p
業界独特の業務は、専用ツールで乗り越える

ストレスに強いマングローブの遺伝子の秘密を解明
OIST沖縄科学技術大学院大学 ……………………… 20p

今月の表紙

11p…………………………………………………
アクサの治療保障のがん保険 マイ・セラピー
アクサ生命

02p……………………………商工会議所の動き

22p…………………………………………………
事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します。
全国商工会議所

24p……………………………………………
◎5・6月スケジュール ◎4月事務局日誌
那覇商工会議所

18p……………………………………………
新入社員インターネットセミナー2022
那覇商工会議所

◎新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小・小規模事業者、個人事業主向け
相談窓口・融資・補助金・給付金・助成金 等のお知らせ

◎新会館「中小企業振興会館」建設工事の進捗について

◎那覇商工会議所をご活用ください！
◎沖縄県経済団体会議・沖縄国税事務所
デジタル化・キャッシュレス化共同推進宣言
～宣言式を開催～

那覇商工会議所 福祉制度キャンペーン
10p………………………………那覇商工会議所＆アクサ生命

………… 19p
LLC.KIYOIFLAME.沖縄
HYGGEな空間をPRODUCEする暖炉・薪ストーブ専門店

………………………… 22p銀行の借入金返済にお悩みの事業者様へ
（株）琉球銀行からのお知らせ

◎～社員の健康が企業を活性化～
経営者のための健康経営セミナー（基礎編）を開催

◎～今、中小企業が狙われている！～
「サイバーリスクの実態と対策のポイント」セミナーを開催

◎ゲームをしながら楽しく解説！
初めての資産形成 オンラインセミナーを開催

ワクチンを接種しても、基本的な感染対策は必
要です。引き続き、マスク着用、手洗い・手指の消
毒、三密の回避等、新型コロナウイルス感染症対
策へのご協力をお願い致します。

ビジネス総合保険制度

（一号議員選挙、二号・三号議員選任について）
◎那覇商工会議所 役員・議員改選のお知らせ

◎節約術＆資産形成 オンラインセミナーを開催

事業所の皆さまワクチン接種休暇を設けてください。
従業員の方が接種後に副反応が生じた場合の療養などに活用できる休暇制度を
新設することをご検討ください。詳しくは那覇商工会議所のＨＰをご覧ください。
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ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY

新会館「中小企業振興会館」建設工事の進捗について

那覇商工会議所の　  き動

　「中小企業振興会館」は、旧那覇商工会議所会館跡地（那覇市久米２丁目２番10）で建設を進
めています。
　2022年３月に既存建築物の解体工事が完了し、現在、建設工事に着手しており、竣工は
2023年８月を予定しています。

　新会館は、地上７階建て、延床面積約4600㎡、１～３階は那覇商工会議所が使用し、４～６
階はテナント、７階にはコワーキングスペースを整備する予定です。

No.828NAHA CCI NEWS03 NAHA CCI NEWS No.828 02

建物完成イメージ（北東方面から）

■建築概要

名　　称

所 在 地

構造規模

延床面積

主要機能

中小企業振興会館

那覇市久米２丁目２番10

鉄骨造　地上７階建て

約4,600㎡（約1,390坪）　

7階　  ：コワーキングスペース

4～6階 ：テナント事務所

3階　  ：相談室・事務室

2階　  ：ホール及び大会議室

1階　  ：エントランスロビー
　　　  テレワーク支援コーナー
　　　  交流スペース

１．令和４年度は、那覇商工会議所の代表を選ぶ大切な議員選挙
  （一号議員選挙、二号・三号議員選任）の年です。

２．選挙権・被選挙権を行使するためには下記の手続きが必要となります。

（１）一号議員選挙の投票日は10月初旬を予定しています。
　 （一号議員は、会員の中から選挙で選ばれます。）

（２）二号議員・三号議員選任は９月中旬を予定しております。
　 （二号議員は、各業種で構成される部会において、三号議員は、
　  現一号・二号議員協議会でそれぞれ選任されます。）

（一号議員選挙、二号・三号議員選任について）

那覇商工会議所
役員・議員改選のお知らせ

上記（１）、（２）の期限を過ぎると今回の選挙権・被選挙権がありません。

（１）新規に会員加入をご希望の方は、2022年５月31日までにお申し込み下さい。
（６月１日以降の入会会員には今回の選挙権・被選挙権はありません。）

（２）会費の納入並びに増口をご希望の方は、2022年７月31日までに会費納入と増
口手続き及び増口分の会費納入を併せてお願いします。
（選挙権を得るための会費納入期日は、７月31日です。期日までにお手続きをお
願いします。）

会員の皆様には、各議員の選挙・選任の手続き等について後日ご案内させてい
ただきます。お手元に届きましたら、必ず内容をご確認下さい。

圧迫感の低減
プライバシー配慮

賃貸オフィス

那覇商工会議所

ホール・ホワイエ
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☎

☎

☎

☎

1/2（２/３） ２/３ ２/３ ２/３ 1/2（２/３）

50万円 100万円 200万円
２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

通　　常　　枠

補  助  額

ツール要件

30万円～150万円未満 150万円～450万円以下

１/２以内 ２/３以内3/4以内

A類型 B類型 デジタル化基盤導入類型

補助上限

補  助  率

100万円～
4,000万円

100万円～
2,000万円

8,000万円～
1億円

100万円～
6,000万円

100万円～
1.5億円(※)

通常枠 グリーン
成長枠

回復・再生応援枠
最低賃金枠類　　型

類　　型

一　般　型

補助上限

補  助  率

補  助  率

補助上限
補  助  率

1,000万円～
2,000万円（※）750万円～1,250万円（※） 3,000万円

通常枠 回復型賃上げ・
雇用拡大枠 デジタル枠 グリーン枠

グローバル
展開型類　　型

従業員数 20人以下 21名～50人 51名～100人 101人以上101人以上 5人以下 6名～20人 21人以上

大規模賃金
引上枠

100万円～
8,000万円

100万円～
500万円

100万円～
1,000万円

100万円～
1,500万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

中小企業 2/3（6,000万円超は1/2）
中堅企業 1/2（4,000万円超は1/3）

中小企業 3/4
中堅企業 2/3

5万円～350万円
内、5万円～50万円以下部分 内、50万円超～350万円部分

類型ごとのプロセス要件を満たすものであり、
労働生産性の向上に資するITツール 会計ソフト、受発注ソフト、決済ソフト、ＥＣソフト

ＰＣ・タブレット・プリンタ等 レジ・券売機等
+

ハードウェア
購 　入　 費

10万円 20万円補 助 上 限
1/2以内補  助  率

中小企業 1/2
中堅企業 1/3

(※)中小企業者：100万円～1億円　　中堅企業：100万円～1.5億円

【問い合せ先】ものづくり補助金沖縄県地域事務局

自社の課題やニーズに合ったITツールを導入する経費の一部を補助する制度です。

製品・サービス・試作品開発、生産プロセスの改善等に必要な設備投資を支援する制度です。

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

098-864-0080

補助金補助金新型コロナに関する

金融機関所定金利
8,000万円

■中小企業再生支援資金（新型コロナウイルス感染症対応貸付）
対　　象

融資限度
利　　率

運転資金15年、設備資金15年（据置：5年）以内融資期間
直接金融機関へ申し込み申込方法

■ものづくり補助金

【問い合せ先】那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759

■小規模事業者持続化補助金（一般型）

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編に取り組む事業者を支援する制度です。

【問い合せ先】事業再構築補助金コールセンター 0570-012-088

■事業再構築補助金

【問い合せ先】サービス等生産性向上 IT導入支援事業 コールセンター 0570-666-424

■ＩＴ導入補助金

沖縄県中小企業再生支援協議会、おきなわ経営サポート会議等の支援を受けて
作成した再生計画に従って事業再生を行うもの。

☎

☎

☎

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小・小規模事業者、個人事業主向け

等のお知らせ
融資 補助金相談窓口

■那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は4月末の情報をもとに編集しています。
給付金

融資 補助金相談窓口
給付金 助成金助成金

【問い合せ先】那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759

●融資関連（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）等に関する相談）
●補助金関連（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

　　　　 　

運転資金7年、設備資金10年（据置：運転3年、設備4年）以内

（平日9時～16時30分）

事前予約制

■沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

■マル経融資（小規模事業者経営改善資金）

【問い合せ先】

【問い合せ先】

沖縄公庫本店 融資第二部中小企業融資第一班 098-941-1785

那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759
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対　　象

下記のいずれかに該当し、かつ、経営行動に係る計画を策定した者
（1）中小企業信用保険法 第2条 第5項 第4号の規定による認定
（2）中小企業信用保険法 第2条 第5項 第5号の規定による認定
（3）次のいずれかに該当すること

融資対象 （1）1.20%   （2）1.60%   （3）1.60%6,000万円

■新型コロナウイルス感染症対応 伴走型支援資金
対　　象

融資限度
利　　率

融資期間

対　　象

融資限度

融資限度 利　　率

運転資金10年、設備資金10年（据置：5年）以内融資期間
直接金融機関へ申し込み（要市町村長の認定書）申込方法

利　　率
融資期間

融資制度新型コロナに関する

新型コロナに関する

※利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円※当初３年間は利子補給により実質無利子

(※)従業員規模により補助上限の金額が異なります。

相談窓口相談窓口

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、最近1ヵ月間等の売上高または過去6ヵ月の平均売
上高が前4年のいずれかの年の同期と比較して5％以上減少している小規模事業者の方

相談
内容

運転資金15年、設備資金20年（据置：5年）以内

中小企業資金 別枠6億円、生業・生活衛生資金 別枠8千万円
当初3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

別枠1,000万円
固定金利1.03％（令和4年1月末時点）より当初3年間、▲0.9％引下げ

・最近1ヶ月間の売上高が前年同月の売上高と比較して15％以上減少していること
・最近1ヶ月間の売上高が前年同月の売上高と比較して5％以上減少し、かつ前年同月の売上高が          
  令和2年1月29日時点における直近の決算の月平均売上高と比較して15％以上減少していること。

補助率欄、（　）内は、小規模事業者の場合。
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☎

☎

☎

☎

1/2（２/３） ２/３ ２/３ ２/３ 1/2（２/３）

50万円 100万円 200万円
２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠

通　　常　　枠

補  助  額

ツール要件

30万円～150万円未満 150万円～450万円以下

１/２以内 ２/３以内3/4以内

A類型 B類型 デジタル化基盤導入類型

補助上限

補  助  率

100万円～
4,000万円

100万円～
2,000万円

8,000万円～
1億円

100万円～
6,000万円

100万円～
1.5億円(※)

通常枠 グリーン
成長枠

回復・再生応援枠
最低賃金枠類　　型

類　　型

一　般　型

補助上限

補  助  率

補  助  率

補助上限
補  助  率

1,000万円～
2,000万円（※）750万円～1,250万円（※） 3,000万円

通常枠 回復型賃上げ・
雇用拡大枠 デジタル枠 グリーン枠

グローバル
展開型類　　型

従業員数 20人以下 21名～50人 51名～100人 101人以上101人以上 5人以下 6名～20人 21人以上

大規模賃金
引上枠

100万円～
8,000万円

100万円～
500万円

100万円～
1,000万円

100万円～
1,500万円

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

中小企業 2/3（6,000万円超は1/2）
中堅企業 1/2（4,000万円超は1/3）

中小企業 3/4
中堅企業 2/3

5万円～350万円
内、5万円～50万円以下部分 内、50万円超～350万円部分

類型ごとのプロセス要件を満たすものであり、
労働生産性の向上に資するITツール 会計ソフト、受発注ソフト、決済ソフト、ＥＣソフト

ＰＣ・タブレット・プリンタ等 レジ・券売機等
+

ハードウェア
購 　入　 費

10万円 20万円補 助 上 限
1/2以内補  助  率

中小企業 1/2
中堅企業 1/3

(※)中小企業者：100万円～1億円　　中堅企業：100万円～1.5億円

【問い合せ先】ものづくり補助金沖縄県地域事務局

自社の課題やニーズに合ったITツールを導入する経費の一部を補助する制度です。

製品・サービス・試作品開発、生産プロセスの改善等に必要な設備投資を支援する制度です。

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

098-864-0080

補助金補助金新型コロナに関する

金融機関所定金利
8,000万円

■中小企業再生支援資金（新型コロナウイルス感染症対応貸付）
対　　象

融資限度
利　　率

運転資金15年、設備資金15年（据置：5年）以内融資期間
直接金融機関へ申し込み申込方法

■ものづくり補助金

【問い合せ先】那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759

■小規模事業者持続化補助金（一般型）

新分野展開、業態転換、事業・業種転換、事業再編に取り組む事業者を支援する制度です。

【問い合せ先】事業再構築補助金コールセンター 0570-012-088

■事業再構築補助金

【問い合せ先】サービス等生産性向上 IT導入支援事業 コールセンター 0570-666-424

■ＩＴ導入補助金

沖縄県中小企業再生支援協議会、おきなわ経営サポート会議等の支援を受けて
作成した再生計画に従って事業再生を行うもの。

☎

☎

☎

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小・小規模事業者、個人事業主向け

等のお知らせ
融資 補助金相談窓口

■那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は4月末の情報をもとに編集しています。
給付金

融資 補助金相談窓口
給付金 助成金助成金

【問い合せ先】那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759

●融資関連（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）等に関する相談）
●補助金関連（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

　　　　 　

運転資金7年、設備資金10年（据置：運転3年、設備4年）以内

（平日9時～16時30分）

事前予約制

■沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

■マル経融資（小規模事業者経営改善資金）

【問い合せ先】

【問い合せ先】

沖縄公庫本店 融資第二部中小企業融資第一班 098-941-1785

那覇商工会議所 中小企業相談部 098-868-3759
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対　　象

下記のいずれかに該当し、かつ、経営行動に係る計画を策定した者
（1）中小企業信用保険法 第2条 第5項 第4号の規定による認定
（2）中小企業信用保険法 第2条 第5項 第5号の規定による認定
（3）次のいずれかに該当すること

融資対象 （1）1.20%   （2）1.60%   （3）1.60%6,000万円

■新型コロナウイルス感染症対応 伴走型支援資金
対　　象

融資限度
利　　率

融資期間

対　　象

融資限度

融資限度 利　　率

運転資金10年、設備資金10年（据置：5年）以内融資期間
直接金融機関へ申し込み（要市町村長の認定書）申込方法

利　　率
融資期間

融資制度新型コロナに関する

新型コロナに関する

※利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円※当初３年間は利子補給により実質無利子

(※)従業員規模により補助上限の金額が異なります。

相談窓口相談窓口

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、最近1ヵ月間等の売上高または過去6ヵ月の平均売
上高が前4年のいずれかの年の同期と比較して5％以上減少している小規模事業者の方

相談
内容

運転資金15年、設備資金20年（据置：5年）以内

中小企業資金 別枠6億円、生業・生活衛生資金 別枠8千万円
当初3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

別枠1,000万円
固定金利1.03％（令和4年1月末時点）より当初3年間、▲0.9％引下げ

・最近1ヶ月間の売上高が前年同月の売上高と比較して15％以上減少していること
・最近1ヶ月間の売上高が前年同月の売上高と比較して5％以上減少し、かつ前年同月の売上高が          
  令和2年1月29日時点における直近の決算の月平均売上高と比較して15％以上減少していること。

補助率欄、（　）内は、小規模事業者の場合。
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下記の条件をすべて満たす事業所の事業主
・沖縄県内に事業所を有すること
・新型コロナウイルス感染症の影響により、労働者を休業させていること
・沖縄労働局にて、「雇用調整助成金」「緊急雇用安定助成金」の支給を受けていること

助成対象者

※　  （ ）内の助成率は解雇等を行わない場合
※1   売上高等の生産指標が最近３か月平均で前年又は前々年同期比で30％以上減少の事業主
※2   営業時間の短縮等に協力する事業主

☎グッジョブ相談ステーション 098-941-2044【問い合せ先】 （平日 9時～17時　＊土日祝祭日を除く）

■雇用調整助成金

4/5（9/10）

4/5（9/10）

13,500円

9,000円 15,000円

15,000円

15,000円

2/3（3/4）

2/3（3/4）4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（9/10） 11,000円

13,500円

9,000円

11,000円15,000円

15,000円

15,000円2/3（3/4）4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（10/10）

沖縄助成金センター 雇用調整助成金相談・受付窓口 098-868-1606【問い合せ先】 ☎

助成例イメージ
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雇用調整助成金は、事業主が労働者に休業手当を支払う場合、その一部を助成する制度です。
特例措置により助成率及び上限額の引き上げを行っています。この特例措置は、令和2年4月1日から令和4年
3月31日までの期間を1日でも含む賃金締切期間（判定基礎期間）が対象です。

■沖縄県雇用継続助成金（雇用調整助成金等の上乗せ助成）
国（沖縄労働局長）から雇用調整助成金等を受けられている事業者様へ、「新型コロナウイルス感染症に対する対
策」、「雇用の維持」「県内企業の負担軽減」を目的として、沖縄県からも休業手当の一部を上乗せ助成いたします。

那覇商工会議所のサービスを利用すると
このような効果が期待できます。

那覇商工会議所をご活用ください！

那覇商工会議所 098-868-3758（代）

法人▶
個人▶

15,000円～
9,000円～

会  員
（年会費）

入会について

会員のメリットイイコトたくさん

ビジネス
チャンスの
拡大！

充実した
セミナー・
イベントで
最新トレンドを
掴む！

充実の
経営支援
メニュー！

自社PRも
お任せ下さい！

POINT1
商談会、展示会等への参
加や、青年部・女性会への
加入で販路や人脈が広が
ります。

POINT3
約4,200会員の経営層に
届く会報誌の無料広告掲
載をはじめ、自社商品の販
促・情報発信ができます。

POINT5
融資や補助金等の活用相
談、様々な専門家への個別
相談など充実したメニュー
で支援します。

POINT2
経営に役立つセミナー・
イベントを多数開催。無
料または会員優待でご
案内しています。

HP

ホームページ

那覇市内・市外の商工業者なら
規模・業種を問わずどなたでも入会できます。

お問い合わせ

那覇商工会議所は
これからも会員さまに
お喜び頂けるサービス
を提供し続けます。

会員になるとメリットたくさん！お知り合いの事業者様をご紹介下さい。

多方面の
経営リスクに
備える！

POINT4
会議所のスケールメリッ
トを生かした共済制度や
保険制度で、人と会社の
万が一に備えます。

（那覇市久茂地1-7-1
 琉球リース総合ビル6階）

経営相談
経営課題の解決を支援します！

販路拡大

商工会議所
全国ネットワークを活用した

セミナー･講習会

経営者様、従業員様の
スキルアップを応援します！

総合保険

スケールメリットを活かした
保険料

共済･福利厚生

もしもの備えや将来の
安心のために

融資

様々な融資制度の中から
条件に合う融資をご紹介

創業支援
開業時のお悩み解決に！

補助金 申請支援

補助金などのご説明、申請を
サポート

●経営全般のお悩みを解決
　に向けて支援
●専門家への
　ご相談も可能

●日本最大級の商取引支援サイト
●会議所HP内に
　自社PRを掲載
●青年部・女性会

●常時600本のWeb
　セミナー公開中
●経験・実績豊富
　な講師陣

●スケールメリット
　を活かした
　掛金で
　24時間保障

●国･県･市の公的融資制度
　をご紹介
●融資後も経営
　改善をサポート

●様々なお悩み
　の解決を支援
●創業計画書
　作成支援

●様々な支援策をご紹介
●計画書作成も
　丁寧に支援

●経営リスクの
　補償を一本化！
　最大35％OFF！

種　別

判定基礎
期間の
初日

令和3年
5月～12月
令和4年
1月～2月
令和4年
3月～6月

原則的な措置

中小企業 大企業

原則的な措置地域特例（※1）
業況特例（※2）

地域特例（※1）
業況特例（※2）

補助率 補助額 補助率 補助額 補助率 補助額 補助率 補助額

従業員へ支払った休業手当等

国（雇用調整助成金）助成金

国（雇用調整助成金）助成金 事業主負担分

事業主負担分

沖縄労働局にて
「雇用調整助成金」「緊急雇用安定助成金」を
受給している事業主が、本制度の助成対象です

沖縄県
雇用継続助成金

▼
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売上高
減少率 個人事業主

法　人

▲30％以上
  50％未満

▲50％以上 100万円 150万円 250万円

 60万円 90万円 150万円

50万円

30万円

年間売上高
1億円以下

年間売上高
1億円超～5億円以下

年間売上高
5億円超

250 50上限最大 上限最大 万円
給付額 ＝基準期間   の売上高－対象月の売上高×５ヶ月分

※1　2018年11月～2019年3月/2019年11月～2020年3月/2020年11月～2021年3月のいずれかの期間（基準月を含む期間）
※2　基準月を含む事業年度の年間売上高

■事業復活支援金
給付金給付金 助成金助成金新型コロナに関する

事業復活支援金コールセンター【問い合せ先】

①と②を満たす、中小法人、個人事業主

法人

※2 ※2 ※2

※1

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
②2021年11月～2022年3月のいずれかの月（対象月）の売上高が、
　2018年11月～2021年3月の間の任意の同じ月（基準月）の売上高と比較して
　50％以上又は30％以上50％未満減少した事業者

　0120-789-140☎

検索

詳
し
く
は

万円
法人給 付 額

給付対象

個人事業主中小法人



下記の条件をすべて満たす事業所の事業主
・沖縄県内に事業所を有すること
・新型コロナウイルス感染症の影響により、労働者を休業させていること
・沖縄労働局にて、「雇用調整助成金」「緊急雇用安定助成金」の支給を受けていること

助成対象者

※　  （ ）内の助成率は解雇等を行わない場合
※1   売上高等の生産指標が最近３か月平均で前年又は前々年同期比で30％以上減少の事業主
※2   営業時間の短縮等に協力する事業主

☎グッジョブ相談ステーション 098-941-2044【問い合せ先】 （平日 9時～17時　＊土日祝祭日を除く）

■雇用調整助成金

4/5（9/10）

4/5（9/10）

13,500円

9,000円 15,000円

15,000円

15,000円

2/3（3/4）

2/3（3/4）4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（9/10） 11,000円

13,500円

9,000円

11,000円15,000円

15,000円

15,000円2/3（3/4）4/5（10/10）

4/5（10/10）

4/5（10/10）

沖縄助成金センター 雇用調整助成金相談・受付窓口 098-868-1606【問い合せ先】 ☎

助成例イメージ

検索

詳
し
く
は

検索

詳
し
く
は

雇用調整助成金は、事業主が労働者に休業手当を支払う場合、その一部を助成する制度です。
特例措置により助成率及び上限額の引き上げを行っています。この特例措置は、令和2年4月1日から令和4年
3月31日までの期間を1日でも含む賃金締切期間（判定基礎期間）が対象です。

■沖縄県雇用継続助成金（雇用調整助成金等の上乗せ助成）
国（沖縄労働局長）から雇用調整助成金等を受けられている事業者様へ、「新型コロナウイルス感染症に対する対
策」、「雇用の維持」「県内企業の負担軽減」を目的として、沖縄県からも休業手当の一部を上乗せ助成いたします。

那覇商工会議所のサービスを利用すると
このような効果が期待できます。

那覇商工会議所をご活用ください！

那覇商工会議所 098-868-3758（代）

法人▶
個人▶

15,000円～
9,000円～

会  員
（年会費）

入会について

会員のメリットイイコトたくさん

ビジネス
チャンスの
拡大！

充実した
セミナー・
イベントで
最新トレンドを
掴む！

充実の
経営支援
メニュー！

自社PRも
お任せ下さい！

POINT1
商談会、展示会等への参
加や、青年部・女性会への
加入で販路や人脈が広が
ります。

POINT3
約4,200会員の経営層に
届く会報誌の無料広告掲
載をはじめ、自社商品の販
促・情報発信ができます。

POINT5
融資や補助金等の活用相
談、様々な専門家への個別
相談など充実したメニュー
で支援します。

POINT2
経営に役立つセミナー・
イベントを多数開催。無
料または会員優待でご
案内しています。

HP

ホームページ

那覇市内・市外の商工業者なら
規模・業種を問わずどなたでも入会できます。

お問い合わせ

那覇商工会議所は
これからも会員さまに
お喜び頂けるサービス
を提供し続けます。

会員になるとメリットたくさん！お知り合いの事業者様をご紹介下さい。

多方面の
経営リスクに
備える！

POINT4
会議所のスケールメリッ
トを生かした共済制度や
保険制度で、人と会社の
万が一に備えます。

（那覇市久茂地1-7-1
 琉球リース総合ビル6階）

経営相談
経営課題の解決を支援します！

販路拡大

商工会議所
全国ネットワークを活用した

セミナー･講習会

経営者様、従業員様の
スキルアップを応援します！

総合保険

スケールメリットを活かした
保険料

共済･福利厚生

もしもの備えや将来の
安心のために

融資

様々な融資制度の中から
条件に合う融資をご紹介

創業支援
開業時のお悩み解決に！

補助金 申請支援

補助金などのご説明、申請を
サポート

●経営全般のお悩みを解決
　に向けて支援
●専門家への
　ご相談も可能

●日本最大級の商取引支援サイト
●会議所HP内に
　自社PRを掲載
●青年部・女性会

●常時600本のWeb
　セミナー公開中
●経験・実績豊富
　な講師陣

●スケールメリット
　を活かした
　掛金で
　24時間保障

●国･県･市の公的融資制度
　をご紹介
●融資後も経営
　改善をサポート

●様々なお悩み
　の解決を支援
●創業計画書
　作成支援

●様々な支援策をご紹介
●計画書作成も
　丁寧に支援

●経営リスクの
　補償を一本化！
　最大35％OFF！
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ACTIVITY OF THE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY

/4 20 水～社員の健康が企業を活性化～
経営者のための健康経営セミナー（基礎編）を開催 /4 12 火

那覇商工会議所の　  き動

………………………………………………………………………………

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

……………………………………………………………………………

　沖縄県経済団体会議（議長 石嶺 伝一郎 那覇商工会議
所会頭）と沖縄国税事務所（小平 忠久 所長）は、４月１２日、
県内での経済取引や税務手続きのデジタル化やキャッシュ
レス化を共同で推進することを宣言
しました。
　デジタル化で都道府県経済団体と
の共同宣言は全国で初となります。
　石嶺議長は、「これを機に国税事務
所だけでなく、国や県とも協力し、県
全体のデジタル化やキャッシュレス
化を進めたい。税務手続きでは
e-Taxの活用、振替納税、電子帳簿の
保存など、さまざまな施策に積極的
に協力したい」と述べました。

第２部 東京海上日動火災保険（株）
広域法人部 専門次長 中村郁雄　氏

第1部 沖縄県警察本部生活安全部
サイバー犯罪対策課 課長補佐 赤嶺智　氏

アクサ生命保険株式会社　
沖縄支社長 松田雅博　氏

アクサ生命保険株式会社 沖縄支社
那覇営業所 営業所長 勝直樹　氏

デジタル化・キャッシュレス化共同推進宣言式

沖縄県経済団体会議・沖縄国税事務所
デジタル化・キャッシュレス化共同推進宣言

～宣言式を開催～

/4 18 月～今、中小企業が狙われている！～
「サイバーリスクの実態と対策のポイント」セミナーを開催

　沖縄県経済団体会議は、今後、デジタル化に関する情報
発信や、講習会を開催し、デジタル化・キャッシュレス化の
推進に向けて取り組んでいきます。

　4月18日（月）沖縄産業支援センターとZoomにて、「サイ
バーリスクの実態と対策のポイント」セミナーをハイブリッ
ト形式で開催し、参加者は400名でした。
　初めに主催である東京海上日動火災保険（株）沖縄支店
長 熊谷氏から開会の挨拶をいただき、次に共催代表挨拶
を那覇商工会議所 企画業務部 幸地がしました。
　セミナーは２部構成になっており、第１部では「サイバー
犯罪の現状と対策」について沖縄県警察本部生活安全部サ
イバー犯罪対策課 課長補佐 赤嶺氏が講師を務め、県内企
業を取り巻くサイバー犯罪の状況を解説いただき、ランサム
ウェア対策や、サイバーリスクを減らすためにも「OS、ソフ
トウェアを最新状態に保つ」「データをこまめにバックアッ

プする」など基本の対策の重要性を述べ、県警サイバー犯
罪対策課公式SNSでもサイバー犯罪やサイバーセキュリ
ティに関する情報を随時発信しているので、日頃から活用
いただき正しい情報を入手してほしいとおっしゃっていま
した。
　第２部では「中小企業経営者が押さえるべきサイバーリ
スクの実態と対策のポイント」について東京海上日動火災
保険（株）広域法人部 専門次長 中村氏が講師を務め、大
企業だけでなく中小企業がサイバー攻撃に狙われる理由
や、実態を解説していただきました。サイバー攻撃に備える
ため、自社の業務実態、セキュリティ（予防・防御・対処）、保
険サービス（内容）を確認し事故が起きる前に対策をして

ほしいとおっしゃっていました。最後に
どの組織でも被害にあう可能性があ
ることを念頭に置いて事前の準備が
重要ですとお言葉をいただきました。
　本セミナーは多くの事業者様が参
加しており、サイバーリスクに対する
関心の高さが見受けられました。今後
もサイバーリスクに関するセミナーを
開催したいと思います。

　

/4 7 木 /411月
/419 火 /421木

講師 稲田耕平　氏

ゲームをしながら楽しく解説！
初めての資産形成
オンラインセミナーを開催
　４月７日、11日、19日、21日にアクサ生命保険（株）・沖縄
県商工会議所連合会の共催による「初めての資産形成オン
ラインセミナー」を開催しました。
　講師にはアクサ生命保険（株）松田沖縄支社長が、健康で
豊かな人生を満喫していただく為に必要な資産形成につい
て、ゲームを通して、ポイントを分かりやすく解説しました。
　冒頭、今年の４月から高校でも金融教育が取り入れられ、
今後資産形成の知識がより重要になってくると述べました。
　また、投資のイメージについて、ギャンブルではなく、３つ
のルール（①長期投
資 ②資産分散 ③時
間分散）の重要で、
個別相談会利用しラ
イフプランにあった
投資方法を活用して
ほしい、まずは「アク
ションを起こすこ
と」が大事だとお言
葉を頂きました。

　４月20日(水)オンラインライブにて、経営者のための健
康経営セミナーを開催しました。
　初めに主催であるアクサ生命保険（株）松田沖縄支社長か
ら開会の挨拶があり、沖縄県の健康経営優良法人2022認
定事業所は47社で全国的に見ても少なく、県内事業所の健
康経営の輪を広げていきたいとお言葉を頂きました。
　講師は株式会社いなだコンサルティング代表取締役 稲
田耕平氏に務めて頂きました。
　冒頭、健康経営とは「従業員等の健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に実践する経営手法」で、経営的な投資と
して長期で前向きにとらえることが重要とご説明がありま
した。
　健康経営に取り組むことで、従業員の活力向上、生産性
向上をもたらし、業績の向上、企業イメージの向上につなが
ることを強調しました。また、アブセンティーズム（病気で欠

勤等）とプレゼンティーズム（目に見えない体調不良、集中力
が維持できない等）は労働生産性の損失に繋がり、アブセン
ティーズムよりプレゼンティーズムによる労働損失が大きく、
プレゼンティーズムのことを理解し、職場の健康課題に応じ
た取り組みを実践することが大切だと述べました。
　最後に「健康経営優良法人の認定に向け、商工会議所や
アクサ生命保険（株）の健康
経営アドバイザーの方に相
談しサポートしていただき、
現状を把握、スモールチェン
ジから始め、PDCAを意識し
て健康経営に取り組んでい
きましょう」とお言葉を頂き
ました。

　４月26日(火)にアクサ生命保険（株）・沖縄県商工会議所
連合会の共催による「節約術＆資産形成オンラインセミ
ナー」を開催し、参加者は18名でした。
　講師はアクサ生命保険（株）沖縄支社 那覇営業所 営業所
長 勝直樹氏に務めて頂きました。
　本セミナーは２部構成になっており、第１部「夢をかなえる
日々の節約術」では、支出を減らすため、通信費・住宅ローン・
保険などの固定費の見直し方法や、キャッシュレス決済の活
用・ふるさと納税を解説いただきました。
　第２部「はじめよう資産形成」では、投資は投機やギャンブ

ルではなく、コツコツと「お金
を育てる」ことと述べ、投資は
毎月少額でも始められ、早く
始め長く続けることが重要と
説明がありました。
　資産形成で気になることな
どございましたら、アクサ生命
保険（株）は個別相談会も行っ
ているので、ぜひご活用してく
ださいとおっしゃっていました。

節約術＆資産形成
オンラインセミナーを開催 /4 26 火
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　沖縄県経済団体会議（議長 石嶺 伝一郎 那覇商工会議
所会頭）と沖縄国税事務所（小平 忠久 所長）は、４月１２日、
県内での経済取引や税務手続きのデジタル化やキャッシュ
レス化を共同で推進することを宣言
しました。
　デジタル化で都道府県経済団体と
の共同宣言は全国で初となります。
　石嶺議長は、「これを機に国税事務
所だけでなく、国や県とも協力し、県
全体のデジタル化やキャッシュレス
化を進めたい。税務手続きでは
e-Taxの活用、振替納税、電子帳簿の
保存など、さまざまな施策に積極的
に協力したい」と述べました。

第２部 東京海上日動火災保険（株）
広域法人部 専門次長 中村郁雄　氏

第1部 沖縄県警察本部生活安全部
サイバー犯罪対策課 課長補佐 赤嶺智　氏

アクサ生命保険株式会社　
沖縄支社長 松田雅博　氏

アクサ生命保険株式会社 沖縄支社
那覇営業所 営業所長 勝直樹　氏

デジタル化・キャッシュレス化共同推進宣言式

沖縄県経済団体会議・沖縄国税事務所
デジタル化・キャッシュレス化共同推進宣言

～宣言式を開催～

/4 18 月～今、中小企業が狙われている！～
「サイバーリスクの実態と対策のポイント」セミナーを開催

　沖縄県経済団体会議は、今後、デジタル化に関する情報
発信や、講習会を開催し、デジタル化・キャッシュレス化の
推進に向けて取り組んでいきます。

　4月18日（月）沖縄産業支援センターとZoomにて、「サイ
バーリスクの実態と対策のポイント」セミナーをハイブリッ
ト形式で開催し、参加者は400名でした。
　初めに主催である東京海上日動火災保険（株）沖縄支店
長 熊谷氏から開会の挨拶をいただき、次に共催代表挨拶
を那覇商工会議所 企画業務部 幸地がしました。
　セミナーは２部構成になっており、第１部では「サイバー
犯罪の現状と対策」について沖縄県警察本部生活安全部サ
イバー犯罪対策課 課長補佐 赤嶺氏が講師を務め、県内企
業を取り巻くサイバー犯罪の状況を解説いただき、ランサム
ウェア対策や、サイバーリスクを減らすためにも「OS、ソフ
トウェアを最新状態に保つ」「データをこまめにバックアッ

プする」など基本の対策の重要性を述べ、県警サイバー犯
罪対策課公式SNSでもサイバー犯罪やサイバーセキュリ
ティに関する情報を随時発信しているので、日頃から活用
いただき正しい情報を入手してほしいとおっしゃっていま
した。
　第２部では「中小企業経営者が押さえるべきサイバーリ
スクの実態と対策のポイント」について東京海上日動火災
保険（株）広域法人部 専門次長 中村氏が講師を務め、大
企業だけでなく中小企業がサイバー攻撃に狙われる理由
や、実態を解説していただきました。サイバー攻撃に備える
ため、自社の業務実態、セキュリティ（予防・防御・対処）、保
険サービス（内容）を確認し事故が起きる前に対策をして

ほしいとおっしゃっていました。最後に
どの組織でも被害にあう可能性があ
ることを念頭に置いて事前の準備が
重要ですとお言葉をいただきました。
　本セミナーは多くの事業者様が参
加しており、サイバーリスクに対する
関心の高さが見受けられました。今後
もサイバーリスクに関するセミナーを
開催したいと思います。

　

/4 7 木 /411月
/419 火 /421木

講師 稲田耕平　氏

ゲームをしながら楽しく解説！
初めての資産形成
オンラインセミナーを開催
　４月７日、11日、19日、21日にアクサ生命保険（株）・沖縄
県商工会議所連合会の共催による「初めての資産形成オン
ラインセミナー」を開催しました。
　講師にはアクサ生命保険（株）松田沖縄支社長が、健康で
豊かな人生を満喫していただく為に必要な資産形成につい
て、ゲームを通して、ポイントを分かりやすく解説しました。
　冒頭、今年の４月から高校でも金融教育が取り入れられ、
今後資産形成の知識がより重要になってくると述べました。
　また、投資のイメージについて、ギャンブルではなく、３つ
のルール（①長期投
資 ②資産分散 ③時
間分散）の重要で、
個別相談会利用しラ
イフプランにあった
投資方法を活用して
ほしい、まずは「アク
ションを起こすこ
と」が大事だとお言
葉を頂きました。

　４月20日(水)オンラインライブにて、経営者のための健
康経営セミナーを開催しました。
　初めに主催であるアクサ生命保険（株）松田沖縄支社長か
ら開会の挨拶があり、沖縄県の健康経営優良法人2022認
定事業所は47社で全国的に見ても少なく、県内事業所の健
康経営の輪を広げていきたいとお言葉を頂きました。
　講師は株式会社いなだコンサルティング代表取締役 稲
田耕平氏に務めて頂きました。
　冒頭、健康経営とは「従業員等の健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に実践する経営手法」で、経営的な投資と
して長期で前向きにとらえることが重要とご説明がありま
した。
　健康経営に取り組むことで、従業員の活力向上、生産性
向上をもたらし、業績の向上、企業イメージの向上につなが
ることを強調しました。また、アブセンティーズム（病気で欠

勤等）とプレゼンティーズム（目に見えない体調不良、集中力
が維持できない等）は労働生産性の損失に繋がり、アブセン
ティーズムよりプレゼンティーズムによる労働損失が大きく、
プレゼンティーズムのことを理解し、職場の健康課題に応じ
た取り組みを実践することが大切だと述べました。
　最後に「健康経営優良法人の認定に向け、商工会議所や
アクサ生命保険（株）の健康
経営アドバイザーの方に相
談しサポートしていただき、
現状を把握、スモールチェン
ジから始め、PDCAを意識し
て健康経営に取り組んでい
きましょう」とお言葉を頂き
ました。

　４月26日(火)にアクサ生命保険（株）・沖縄県商工会議所
連合会の共催による「節約術＆資産形成オンラインセミ
ナー」を開催し、参加者は18名でした。
　講師はアクサ生命保険（株）沖縄支社 那覇営業所 営業所
長 勝直樹氏に務めて頂きました。
　本セミナーは２部構成になっており、第１部「夢をかなえる
日々の節約術」では、支出を減らすため、通信費・住宅ローン・
保険などの固定費の見直し方法や、キャッシュレス決済の活
用・ふるさと納税を解説いただきました。
　第２部「はじめよう資産形成」では、投資は投機やギャンブ

ルではなく、コツコツと「お金
を育てる」ことと述べ、投資は
毎月少額でも始められ、早く
始め長く続けることが重要と
説明がありました。
　資産形成で気になることな
どございましたら、アクサ生命
保険（株）は個別相談会も行っ
ているので、ぜひご活用してく
ださいとおっしゃっていました。

節約術＆資産形成
オンラインセミナーを開催 /4 26 火
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アクサ生命保険株式会社　沖縄支社　那覇営業所
〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地2丁目8-1 JEI那覇ビル5F　TEL 098-862-5084

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。
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　ベストウィズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を5月2日（月）～6月30日（木）まで
実施致します。このキャンペーンは「商工会議所福祉制度」を会員の皆様にご理解頂き、
会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを目的としております。
　「商工会議所福祉制度」は、経営者・役員の皆様の補償や退職金準備のほか、入院・介
護・老後に備えた様々なニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当職員が、お伺いした際には、是非ご
協力頂きますようお願い申し上げます。
　「ベストウィズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及、推進を目的とし、全
国各地の商工会議所及びアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

那 覇 商 工 会 議 所

那覇商工会議所 ＆

福祉制度キャンペーン福祉制度キャンペーン
期　間　　　   令和4年５月2日（月）～6月30日（木）

☎098-862-5084　FAX098-862-5089

お問い合せ：那覇商工会議所　企画業務部
☎098-868-3758　FAX098-866-9834

引受保険会社：アクサ生命保険株式会社　那覇営業所

私たちがお伺い致します！



NAHA CCI NEWS No.827
アクサ生命保険株式会社　沖縄支社　那覇営業所
〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地2丁目8-1 JEI那覇ビル5F　TEL 098-862-5084

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／
福祉制度でサポートしています。

NAHA CCI NEWS No.815NAHA CCI NEWS No.828 10

　ベストウィズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を5月2日（月）～6月30日（木）まで
実施致します。このキャンペーンは「商工会議所福祉制度」を会員の皆様にご理解頂き、
会員事業所の福祉向上にお役立ていただくことを目的としております。
　「商工会議所福祉制度」は、経営者・役員の皆様の補償や退職金準備のほか、入院・介
護・老後に備えた様々なニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当職員が、お伺いした際には、是非ご
協力頂きますようお願い申し上げます。
　「ベストウィズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及、推進を目的とし、全
国各地の商工会議所及びアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

那 覇 商 工 会 議 所

那覇商工会議所 ＆

福祉制度キャンペーン福祉制度キャンペーン
期　間　　　   令和4年５月2日（月）～6月30日（木）

☎098-862-5084　FAX098-862-5089

お問い合せ：那覇商工会議所　企画業務部
☎098-868-3758　FAX098-866-9834

引受保険会社：アクサ生命保険株式会社　那覇営業所

私たちがお伺い致します！



那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
　第
四
十
二
回
定
時
総
会
を
開
催

女性会だより
AKABOSHI

　
令
和
四
年
四
月
十
九
日（
火
）十
七
時
よ

り
、沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館
八
汐
荘
四

階
中
会
議
室
に
お
い
て
、那
覇
商
工
会
議

所
女
性
会 

第
四
十
二
回
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
、三
十
二
名
の
会
員
が
出
席
い
た
し

ま
し
た
。

　
本
総
会
で
は
、渕
辺
美
紀
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
に
つ
い
て
、審
議
さ
れ
、全

議
案
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
冒
頭
の
会
長
挨
拶
で
は
、渕
辺
会

長
よ
り
、本
年
は
役
員
改
選
の
年
と

な
り
、本
総
会
を
以
て
任
期
満
了
と

る
た
め
会
長
職
を
退
き
、今
後
は
顧

問
と
し
て
女
性
会
活
動
へ
参
加
し

て
い
く
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、議

事
進
行
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
一
号
議
案
・
二
号
議
案
・
三
号
議
案
で

は
、令
和
三
年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算

報
告
、監
査
報
告
を
行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
の
活
動
内
容
や
決
算
に
つ
い
て
ご
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。活
動
報
告
の
中

で
は
女
性
会
創
立
四
十
周
年
式
典
を
盛
会

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

多
く
の
皆
様
に
協
賛
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
号
議
案
・
五
号
議
案
で
は
、新
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
案
の
ご
承
認
を
い
た

だ
き
、大
宜
見 

民
子 

現
副
会
長
が
会
長
へ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
二
年
間
と
な

り
、新
三
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
ま
た
、役
員
の
変
更
・
就
任
に
つ
い
て

は
、以
下
の
通
り
で
す
。

　
新
役
員
の
承
認
後
は
、大
宜
見
会
長
の

も
と
、議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。六
号

議
案
・
七
号
議
案
で
は
、令
和
四
年
度
事
業

計
画
、予
算
の
説
明
が
な
さ
れ
、本
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
行
動
計
画
に
つ
い

て
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。令
和
四
年
度

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は【
繋
ぐ 

女
性
の
輪 

未
来
へ
！
】と
し
、「
当
会
の
歴
史
・
歩
み
を

繋
ぐ
」、「
人
を
繋
ぐ
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
繋
ぐ
」こ
と
を
目
的
に
、①
組
織
一
丸

と
な
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
組

織
・
財
政
基
盤
の
強
化 

②
女
性
の
活
躍
推

進
や
貧
困
対
策
、地
方
創
生
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
の
、会
員
間
や
他
団

体
と
の
交
流
促
進
、会
員
間
の
認
識
の
共

有
化
、結
婚
・
子
育
て
意
識
の
醸
成
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、六
月
の
九
州
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会（
福
岡
開

催
）や
、十
月
の
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
総
会（
福
島
開
催
）へ
の
参
加
等
が

あ
り
、ま
た
、県
連
主
催
の
婚
活
事
業
も
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
、全
七
議
案
が
全
会
一
致
で
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
、気
持
ち
も
新
た
に
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

集合写真

女性会の歌 静聴の様子

渕辺会長による挨拶新三役によるご挨拶上原玲子副会長による事業計画与那覇副会長による事業報告村吉・田村監事による監査報告

新三役による審議の様子 大宜見新会長による議事進行上田理事による司会

第
一
号
議
案　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　監
査
報
告

第
四
号
議
案

　令
和
四
年
度
新
役
員(

案)

第
五
号
議
案

　令
和
四
年
度
組
織
図(

案)

第
六
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
計
画(

案)

第
七
号
議
案

　令
和
四
年
度
収
支
予
算(

案)

第
四
十
二
回
定
時
総
会 

議
案

　会
　長
　大
宜
見
　民
　子

　副
会
長
　上
　原
　初
　枝

　副
会
長
　与
那
覇
　依
　子

　副
会
長
　上
　原
　玲
　子

令
和
四
年
度
女
性
会
三
役

会
長
↓
顧
問
　
　
　渕
　辺
　美
　紀

副
会
長
↓
会
長
　
　大
宜
見
　民
　子

理
事
↓
副
会
長
　
　上
　原
　玲
　子

理
事
↓
常
任
理
事
　長
　嶺
　千
　枝

会
員
↓
理
事
　
　
　安
次
富
　淳
　子

会
員
↓
理
事
　
　
　上
　地
　美
　嬉
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は
、渕
辺
美
紀
会
長
を
議
長

と
し
て
議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
に
つ
い
て
、審
議
さ
れ
、全

議
案
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
冒
頭
の
会
長
挨
拶
で
は
、渕
辺
会

長
よ
り
、本
年
は
役
員
改
選
の
年
と

な
り
、本
総
会
を
以
て
任
期
満
了
と

る
た
め
会
長
職
を
退
き
、今
後
は
顧

問
と
し
て
女
性
会
活
動
へ
参
加
し

て
い
く
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、議

事
進
行
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
一
号
議
案
・
二
号
議
案
・
三
号
議
案
で

は
、令
和
三
年
度
の
事
業
報
告
、収
支
決
算

報
告
、監
査
報
告
を
行
い
、コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
の
活
動
内
容
や
決
算
に
つ
い
て
ご
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。活
動
報
告
の
中

で
は
女
性
会
創
立
四
十
周
年
式
典
を
盛
会

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

多
く
の
皆
様
に
協
賛
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
号
議
案
・
五
号
議
案
で
は
、新
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
案
の
ご
承
認
を
い
た

だ
き
、大
宜
見 

民
子 

現
副
会
長
が
会
長
へ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
二
年
間
と
な

り
、新
三
役
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
ま
た
、役
員
の
変
更
・
就
任
に
つ
い
て

は
、以
下
の
通
り
で
す
。

　
新
役
員
の
承
認
後
は
、大
宜
見
会
長
の

も
と
、議
事
進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。六
号

議
案
・
七
号
議
案
で
は
、令
和
四
年
度
事
業

計
画
、予
算
の
説
明
が
な
さ
れ
、本
年
度
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や
行
動
計
画
に
つ
い

て
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。令
和
四
年
度

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は【
繋
ぐ 

女
性
の
輪 

未
来
へ
！
】と
し
、「
当
会
の
歴
史
・
歩
み
を

繋
ぐ
」、「
人
を
繋
ぐ
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
繋
ぐ
」こ
と
を
目
的
に
、①
組
織
一
丸

と
な
っ
た
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
組

織
・
財
政
基
盤
の
強
化 

②
女
性
の
活
躍
推

進
や
貧
困
対
策
、地
方
創
生
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
の
、会
員
間
や
他
団

体
と
の
交
流
促
進
、会
員
間
の
認
識
の
共

有
化
、結
婚
・
子
育
て
意
識
の
醸
成
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
は
、六
月
の
九
州
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会（
福
岡
開

催
）や
、十
月
の
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
総
会（
福
島
開
催
）へ
の
参
加
等
が

あ
り
、ま
た
、県
連
主
催
の
婚
活
事
業
も
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
、全
七
議
案
が
全
会
一
致
で
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
、気
持
ち
も
新
た
に
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

集合写真

女性会の歌 静聴の様子

渕辺会長による挨拶新三役によるご挨拶上原玲子副会長による事業計画与那覇副会長による事業報告村吉・田村監事による監査報告

新三役による審議の様子 大宜見新会長による議事進行上田理事による司会

第
一
号
議
案　
令
和
三
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

　令
和
三
年
度
収
支
決
算
報
告

第
三
号
議
案

　監
査
報
告

第
四
号
議
案

　令
和
四
年
度
新
役
員(

案)

第
五
号
議
案

　令
和
四
年
度
組
織
図(

案)

第
六
号
議
案

　令
和
四
年
度
事
業
計
画(

案)

第
七
号
議
案

　令
和
四
年
度
収
支
予
算(

案)

第
四
十
二
回
定
時
総
会 

議
案

　会
　長
　大
宜
見
　民
　子

　副
会
長
　上
　原
　初
　枝

　副
会
長
　与
那
覇
　依
　子

　副
会
長
　上
　原
　玲
　子

令
和
四
年
度
女
性
会
三
役

会
長
↓
顧
問
　
　
　渕
　辺
　美
　紀

副
会
長
↓
会
長
　
　大
宜
見
　民
　子

理
事
↓
副
会
長
　
　上
　原
　玲
　子

理
事
↓
常
任
理
事
　長
　嶺
　千
　枝

会
員
↓
理
事
　
　
　安
次
富
　淳
　子

会
員
↓
理
事
　
　
　上
　地
　美
　嬉
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琉球ドローンステーションは、「ドローンを取り巻く最先端技術を皆様
の為に安全に運用し、業界が発展・活性化できる人材育成の場」とし
てスクール事業を中心に日本全国に展開している一般社団法人日本
マルチコプター協会（以下、JMA）の沖縄支部として活動をしています。

株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入
社。企業調査部（金融サービス担当）、経営コンサ
ルティング部（金融機関担当）大蔵省財政金融研
究所（1998～2000年）出向などを経て現職。専門
は金融・資本市場、金融機関経営、地域経済、グ
ローバルガバナンスなど。主な著書・論文に『Ｆｉｎ
Ｔｅｃｈと金融の未来～10年後に価値のある金融
ビジネスとは何か？～』2018年４月、共著（主著）、
『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞
出版、2013年１月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ（国際
監査・保証基準審議会　諮問・助言グループ）委員
（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
越
え
て

多
国
間
主
義
の
国
際
統
治
の
再
構
築
へ

　
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
問

題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
国
際
協
調
の
必
要
な
世
界
的
に
重

要
な
課
題
（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
）
と
い
う
視
点

か
ら
捉
え
て
い
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
米
国

外
交
問
題
評
議
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）【
注
１
】
主
催
の
世

界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
版
Ｇ
20
と
呼
ば
れ
る
国
際
会

議
「
カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ
ブ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
ズ
」
へ

の
参
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
25
カ
国
の
有
力

シ
ン
ク
タ
ン
ク
代
表
が
集
ま
り
、
世
界
が
直
面
す

る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
12
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
国
際
会
議
で
あ
る
。

　
こ
の
会
議
の
中
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
と
し
て

10
の
課
題
を
挙
げ
、19
年
ま
で
毎
年
、各
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
格
付
け
し
、そ
れ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
集
計
し
て

公
表
し
て
い
た
。10
の
課
題
を
整
理
す
る
と
、国
際

的
に
解
決
す
べ
き
経
済
面
の
課
題
と
し
て「
世
界

経
済
の
管
理
」「
世
界
貿
易
の
拡
大
」「
国
際
開
発
支

援
の
進
化
」、国
際
的
に
解
決
す
べ
き
武
力
紛
争
の

課
題
と
し
て「
核
拡
散
防
止
」「
国
家
間
武
力
紛
争

の
防
止
と
対
応
」「
多
国
籍
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
闘

い
」「
国
内
武
力
紛
争
の
防
止
」、そ
の
他
の
課
題
と

し
て「
気
候
変
動
抑
止
及
び
そ
の
変
化
へ
の
適
応
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル・ヘ
ル
ス
の
促
進
」「
サ
イ
バ
ー
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
対
応
」と
な
る
。

　
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
類

似
す
る
問
題
へ
の
対
応
は「
国
家
間
武
力
紛
争
の

防
止
と
対
応
」、新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
へ
の
対
応
は「
グ
ロ
ー
バ
ル・ヘ

ル
ス
の
促
進
」に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
個
人
的
に
感
じ
た
国
際
会
議
の
問
題
は
、複
数

が
絡
み
合
っ
て
複
雑
化
し
た
課
題
へ
対
応
す
る
意

識
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
と
、ア
ジ
ア
、中
東
な
ど

の
特
定
の
地
域
の
問
題
を
、全
世
界
へ
の
波
及
効

果
を
考
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
問
題
と
し
て
意
識
す

る
こ
と
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
、

解
決
を
主
導
す
る
主
体
あ
る
い
は
主
体
の
統
治
体

制（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、枠
組
み
に
課
題
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
に
実
際
に
取

り
組
む
国
際
連
合（
国
連
）、国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）・世
界
銀
行
、世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）な
ど

の
よ
う
な
国
際
機
関
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
、

紛
争
解
決・処
理
の
機
能
を
中
心
に
一
部
機
能
不

全
に
陥
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 

16
年
当
時
は
、シ
リ
ア
難
民
を
中
心
に
約
２
０
０

万
人
が
助
け
を
求
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
し
た

「
欧
州
の
難
民
危
機
」が
高
ま
る
中
、英
国
の
欧
州

連
合
離
脱
が
国
民
投
票
で
決
ま
り
、自
国
第
一
主

義
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
当
選
し
た
選
挙
が
行
わ

れ
た
年
で
あ
っ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普
及
す
る
こ

と
で
、ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
、自

由
貿
易
主
義
よ
り
も
保
護
主
義
を
、民
主
主
義
よ

り
も
権
威
主
義
を
好
ま
し
い
と
考
え
る
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
へ
の
支
持
層
が
優
勢
と
な
り
、米
国
内
に

主
義
思
想
の「
分
断
」を
生
ん
だ
。共
通
価
値
と
さ

れ
て
き
た
自
由
貿
易
主
義
、民
主
主
義
が
揺
ら
ぎ

を
見
せ
、多
国
間
主
義
に
基
づ
く
国
際
的
な
統
治

体
制（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル・ガ
バ
ナ
ン
ス
）の
欠
如
が

危
機
感
を
持
っ
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、米
国

を
中
心
と
し
た
西
側
諸
国
が
、実
際
に
は
機
能
し

な
く
な
っ
て
い
る
既
存
の
国
際
秩
序
、統
治
体
制

の
大
義
名
分
を
守
ろ
う
と
結
束
し
て
、ロ
シ
ア
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
る
と
も
見
え
る
。そ
の
背

景
に
は
、西
側
諸
国
が
14
年
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
併

合
か
ら
今
回
の
侵
攻
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す

る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
横
暴
を
許
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、西
側
諸
国
に
よ
る
制
御
が
効
か
な
く
な

り
、東
欧
で
の
地
域
の
問
題
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
の

問
題
に
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。ロ
シ

ア
な
ど
の
権
威
主
義
国
の
指
導
者
は
自
国
第
一
主

義
の
非
民
主
的
な
統
治
を
死
守
す
る
た
め
に
、言

論
の
自
由
を
担
保
し
な
い
こ
と
や
、国
際
秩
序
の

中
の
法・条
約
を
反
故（
ほ
ご
）に
す
る
こ
と
を
厭

わ
ず
、無
秩
序
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ

て
、政
治
的
判
断
の
決
定
、政
策・立
法
な
ど
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
透
明
に
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、ロ
シ
ア
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
西
側
諸
国
を
中
心
と

し
た
国
々
に
と
っ
て
は
、ロ
シ
ア
の
政
治
判
断
の

予
見
可
能
性
を
担
保
で
き
ず
、時
間
が
た
っ
て
も
、

信
頼
関
係
が
築
け
な
い
状
況
を
抜
け
出
せ
な
い
。

　
一
方
、
既
存
の
国
際
秩
序
、
統
治
体
制
を
支
持

す
る
西
側
諸
国
も
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
本

質
的
な
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
本
格
的
に

実
行
に
移
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
西
側
諸
国
の
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
ロ
シ
ア
に
多
大
な
経
済
的
コ
ス
ト

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
ロ
シ
ア

を
含
め
た
全
て
の
国
々
が
自
国
の
利
益
の
最
大
化

よ
り
も
「
国
際
秩
序
の
中
で
自
己
の
利
益
を
追
求

す
る
方
が
、
結
果
的
に
、
無
秩
序
の
中
で
の
無
制

限
な
競
争
よ
り
も
利
益
実
現
の
コ
ス
ト
が
少
な
く

て
済
む
」【
注
２
】と
い
う
多
国
間
主
義
の
基
本
理

念
を
再
認
識
し
、
多
国
間
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
が
進
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
米
国
の
ゼ
ロ
金
利
解
除
が
決
ま
り
、今
年
に
は

７
回（
１
回
に
つ
き
０.25
％
）の
利
上
げ
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。米
国
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
経
済
へ

の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
残
る
中
、イ
ン
フ
レ
を
抑

え
な
が
ら
、世
界
経
済
を
回
復
さ
せ
て
い
く
と
い

う
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。加
え
て

世
界
経
済
の
持
続
的
な
回
復
の
た
め
に
は
、世
界

平
和
を
回
復
さ
せ
、人
、モ
ノ
、資
金
の
自
由
な
流

れ
を
生
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
で
あ

る
。そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
、将
来
、仮
に
他

の
地
域
で
、ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
同
様
の

グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
が
発
生
す
れ
ば
、
20
年
代
の
世

界
経
済
の
停
滞
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。日
本

は
、最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
想
定
に
入
れ
て
経
済
的・

社
会
的‶

国
力 

“
を
高
め
な
が
ら
、対
応
で
き
る
政

策
カ
ー
ド
を
可
能
な
限
り
多
く
持
つ
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。　
　  

　     （
3
月
18
日
執
筆
）

潮流を読む

【
注
１
】The Council on Foreign Relations

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）。１
９
２
１
年

に
ウ
ォ
ー
ル・ス
ト
リ
ー
ト
の
財
界
人
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
弁
護
士
が
中
心
に

な
っ
て
組
織
さ
れ
た
非
営
利
の
外
交
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。

【
注
２
】Robert O

. Keohan, After Hegem
ony: Cooperation 

and D
iscord in the W

orld Political Econom
y (Princeton: 

Princeton U
niversity Press, 

１
９
８
４), pp.85-109; 

小
出
稔「
多

国
間
主
義（m

ultilateralism

）の
高
ま
り
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
」P
45
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琉球ドローンステーションは、「ドローンを取り巻く最先端技術を皆様
の為に安全に運用し、業界が発展・活性化できる人材育成の場」とし
てスクール事業を中心に日本全国に展開している一般社団法人日本
マルチコプター協会（以下、JMA）の沖縄支部として活動をしています。

株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入
社。企業調査部（金融サービス担当）、経営コンサ
ルティング部（金融機関担当）大蔵省財政金融研
究所（1998～2000年）出向などを経て現職。専門
は金融・資本市場、金融機関経営、地域経済、グ
ローバルガバナンスなど。主な著書・論文に『Ｆｉｎ
Ｔｅｃｈと金融の未来～10年後に価値のある金融
ビジネスとは何か？～』2018年４月、共著（主著）、
『ＪＡＬ再生　高収益企業への転換』日本経済新聞
出版、2013年１月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ（国際
監査・保証基準審議会　諮問・助言グループ）委員
（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
越
え
て

多
国
間
主
義
の
国
際
統
治
の
再
構
築
へ

　
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
問

題
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
国
際
協
調
の
必
要
な
世
界
的
に
重

要
な
課
題
（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
）
と
い
う
視
点

か
ら
捉
え
て
い
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
を
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
本
格
的
に
取
り
組
む
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
２
０
１
６
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
米
国

外
交
問
題
評
議
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）【
注
１
】
主
催
の
世

界
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
版
Ｇ
20
と
呼
ば
れ
る
国
際
会

議
「
カ
ウ
ン
シ
ル
・
オ
ブ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
ズ
」
へ

の
参
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
世
界
25
カ
国
の
有
力

シ
ン
ク
タ
ン
ク
代
表
が
集
ま
り
、
世
界
が
直
面
す

る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
12
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
国
際
会
議
で
あ
る
。

　
こ
の
会
議
の
中
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
と
し
て

10
の
課
題
を
挙
げ
、19
年
ま
で
毎
年
、各
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
格
付
け
し
、そ
れ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ
が
集
計
し
て

公
表
し
て
い
た
。10
の
課
題
を
整
理
す
る
と
、国
際

的
に
解
決
す
べ
き
経
済
面
の
課
題
と
し
て「
世
界

経
済
の
管
理
」「
世
界
貿
易
の
拡
大
」「
国
際
開
発
支

援
の
進
化
」、国
際
的
に
解
決
す
べ
き
武
力
紛
争
の

課
題
と
し
て「
核
拡
散
防
止
」「
国
家
間
武
力
紛
争

の
防
止
と
対
応
」「
多
国
籍
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
闘

い
」「
国
内
武
力
紛
争
の
防
止
」、そ
の
他
の
課
題
と

し
て「
気
候
変
動
抑
止
及
び
そ
の
変
化
へ
の
適
応
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル・ヘ
ル
ス
の
促
進
」「
サ
イ
バ
ー
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
対
応
」と
な
る
。

　
今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
類

似
す
る
問
題
へ
の
対
応
は「
国
家
間
武
力
紛
争
の

防
止
と
対
応
」、新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
へ
の
対
応
は「
グ
ロ
ー
バ
ル・ヘ

ル
ス
の
促
進
」に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　
個
人
的
に
感
じ
た
国
際
会
議
の
問
題
は
、複
数

が
絡
み
合
っ
て
複
雑
化
し
た
課
題
へ
対
応
す
る
意

識
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
と
、ア
ジ
ア
、中
東
な
ど

の
特
定
の
地
域
の
問
題
を
、全
世
界
へ
の
波
及
効

果
を
考
え
て
グ
ロ
ー
バ
ル
の
問
題
と
し
て
意
識
す

る
こ
と
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。つ
ま
り
、

解
決
を
主
導
す
る
主
体
あ
る
い
は
主
体
の
統
治
体

制（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、枠
組
み
に
課
題
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
に
実
際
に
取

り
組
む
国
際
連
合（
国
連
）、国
際
通
貨
基
金（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）・世
界
銀
行
、世
界
貿
易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）な
ど

の
よ
う
な
国
際
機
関
で
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
、

紛
争
解
決・処
理
の
機
能
を
中
心
に
一
部
機
能
不

全
に
陥
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 

16
年
当
時
は
、シ
リ
ア
難
民
を
中
心
に
約
２
０
０

万
人
が
助
け
を
求
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
し
た

「
欧
州
の
難
民
危
機
」が
高
ま
る
中
、英
国
の
欧
州

連
合
離
脱
が
国
民
投
票
で
決
ま
り
、自
国
第
一
主

義
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
当
選
し
た
選
挙
が
行
わ

れ
た
年
で
あ
っ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
普
及
す
る
こ

と
で
、ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
さ
ら
に
勢
い
を
増
し
、自

由
貿
易
主
義
よ
り
も
保
護
主
義
を
、民
主
主
義
よ

り
も
権
威
主
義
を
好
ま
し
い
と
考
え
る
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
へ
の
支
持
層
が
優
勢
と
な
り
、米
国
内
に

主
義
思
想
の「
分
断
」を
生
ん
だ
。共
通
価
値
と
さ

れ
て
き
た
自
由
貿
易
主
義
、民
主
主
義
が
揺
ら
ぎ

を
見
せ
、多
国
間
主
義
に
基
づ
く
国
際
的
な
統
治

体
制（
＝
グ
ロ
ー
バ
ル・ガ
バ
ナ
ン
ス
）の
欠
如
が

危
機
感
を
持
っ
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、米
国

を
中
心
と
し
た
西
側
諸
国
が
、実
際
に
は
機
能
し

な
く
な
っ
て
い
る
既
存
の
国
際
秩
序
、統
治
体
制

の
大
義
名
分
を
守
ろ
う
と
結
束
し
て
、ロ
シ
ア
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
る
と
も
見
え
る
。そ
の
背

景
に
は
、西
側
諸
国
が
14
年
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
併

合
か
ら
今
回
の
侵
攻
ま
で
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す

る
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
横
暴
を
許
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、西
側
諸
国
に
よ
る
制
御
が
効
か
な
く
な

り
、東
欧
で
の
地
域
の
問
題
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
の

問
題
に
急
速
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。ロ
シ

ア
な
ど
の
権
威
主
義
国
の
指
導
者
は
自
国
第
一
主

義
の
非
民
主
的
な
統
治
を
死
守
す
る
た
め
に
、言

論
の
自
由
を
担
保
し
な
い
こ
と
や
、国
際
秩
序
の

中
の
法・条
約
を
反
故（
ほ
ご
）に
す
る
こ
と
を
厭

わ
ず
、無
秩
序
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ

て
、政
治
的
判
断
の
決
定
、政
策・立
法
な
ど
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
不
透
明
に
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、ロ
シ
ア
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
よ
う
と
努
力
し
て
き
た
西
側
諸
国
を
中
心
と

し
た
国
々
に
と
っ
て
は
、ロ
シ
ア
の
政
治
判
断
の

予
見
可
能
性
を
担
保
で
き
ず
、時
間
が
た
っ
て
も
、

信
頼
関
係
が
築
け
な
い
状
況
を
抜
け
出
せ
な
い
。

　
一
方
、
既
存
の
国
際
秩
序
、
統
治
体
制
を
支
持

す
る
西
側
諸
国
も
、
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
本

質
的
な
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
本
格
的
に

実
行
に
移
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
は
西
側
諸
国
の
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
ロ
シ
ア
に
多
大
な
経
済
的
コ
ス
ト

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
ロ
シ
ア

を
含
め
た
全
て
の
国
々
が
自
国
の
利
益
の
最
大
化

よ
り
も
「
国
際
秩
序
の
中
で
自
己
の
利
益
を
追
求

す
る
方
が
、
結
果
的
に
、
無
秩
序
の
中
で
の
無
制

限
な
競
争
よ
り
も
利
益
実
現
の
コ
ス
ト
が
少
な
く

て
済
む
」【
注
２
】と
い
う
多
国
間
主
義
の
基
本
理

念
を
再
認
識
し
、
多
国
間
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
が
進
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
米
国
の
ゼ
ロ
金
利
解
除
が
決
ま
り
、今
年
に
は

７
回（
１
回
に
つ
き
０.25
％
）の
利
上
げ
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。米
国
政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
経
済
へ

の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
残
る
中
、イ
ン
フ
レ
を
抑

え
な
が
ら
、世
界
経
済
を
回
復
さ
せ
て
い
く
と
い

う
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら
れ
て
い
る
。加
え
て

世
界
経
済
の
持
続
的
な
回
復
の
た
め
に
は
、世
界

平
和
を
回
復
さ
せ
、人
、モ
ノ
、資
金
の
自
由
な
流

れ
を
生
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
で
あ

る
。そ
れ
が
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
、将
来
、仮
に
他

の
地
域
で
、ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
同
様
の

グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
が
発
生
す
れ
ば
、
20
年
代
の
世

界
経
済
の
停
滞
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。日
本

は
、最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
想
定
に
入
れ
て
経
済
的・

社
会
的‶

国
力 

“
を
高
め
な
が
ら
、対
応
で
き
る
政

策
カ
ー
ド
を
可
能
な
限
り
多
く
持
つ
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。　
　  

　     （
3
月
18
日
執
筆
）

潮流を読む

【
注
１
】The Council on Foreign Relations

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）。１
９
２
１
年

に
ウ
ォ
ー
ル・ス
ト
リ
ー
ト
の
財
界
人
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
弁
護
士
が
中
心
に

な
っ
て
組
織
さ
れ
た
非
営
利
の
外
交
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。

【
注
２
】Robert O

. Keohan, After Hegem
ony: Cooperation 

and D
iscord in the W

orld Political Econom
y (Princeton: 

Princeton U
niversity Press, 

１
９
８
４), pp.85-109; 

小
出
稔「
多

国
間
主
義（m

ultilateralism

）の
高
ま
り
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
」P
45
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広島県・貨物運送業
株式会社フラッグコーポレイション
広島県東広島市西条下見
従業員数2人
設立：1995年　

●ＩＴツール自体を「もっとフィットするもの」に置き換えて
いく姿勢が大切です。
●業界独自の業務がある場合は、業種に特化したＩＴツー
ルを探すことがお勧め。
●ツール選びには専門家のアドバイスもうまく活用しま
しょう。

業界独特の業務は、
専用ツールで乗り越える
　本連載では、IT経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」に掲載した全国の
IT活用事例をもとに、中小企業の経営において、ITがどのように役
立つかを、解説していきます。
　今回は、業界独特の業務に焦点を当てます。仕事で使う身近なIT
ツールの一つが、Office系ソフトです。特に表計算ソフトExcelは
データを様々な形で扱うことができ、便利です。使っているうちに、
扱うデータ量が増加したり、共有する機会が増えたら、業務用のＩＴ
ツールに切り替えることを検討しましょう。データを安全に一元管
理でき、より探しやすく使いやすくなり、業務の効率が上がります。
　今回は小規模な不動産業の例を見てみましょう。
「ＣＯＭＰＡＳＳ」2019年春号から転載（記載内容は掲載時点のもの）

　広島大学のキャンパスが広がる広島県東広島市。この地で学生
向けの賃貸住宅を運営・管理しているのが、フラッグコーポレイ
ションである。自社所有物件が５棟ある。
　不動産の賃貸業務においては、物件・部屋の基本情報、修繕・リ
ノベーション記録、借り手側の顧客情報など、多数の情報を扱う。
物件数が増えるにつれ管理する情報量は膨大になってきた。学生
の入退去が集中する１～３月は業務が特に煩雑になる。
　総務・管理部部長の片山慎治氏は、これらを分野ごとにExcel
で管理してきた。
　「内容ごとにファイルを開いていく手間があり、また、Excelの構
造を知らないとうまく使えません。これではもし、新しい担当者が
入っても、業務に慣れるまで時間を要してしまうでしょう」
　例えば顧客名から部屋情報が見られる、「すぐ取り出せるカル
テ」のようなシステムがあると便利だ。
　片山氏は東広島商工会議所で開催されたIT活用・IT導入補助
金のセミナーに参加。その後、商工会議所の勧めもあり、ITコー
ディネータによる個別支援を活用した。
　アドバイスを受けながら、システムに求める要件を抽出し整理。
　これをもとに、IT導入補助金が適用できる賃貸管理ツール２
サービスを候補に。ＩＴベンダーから説明を聞き、デモを見て、ク
ラウド型の不動産管理サービス「賃貸革命」（日本情報クリエイト
社）に決定した。無事に補助金の採択を受け、導入が実現した。

　選定時に注意した点について担当ITコーディネータは、次のよ
うに解説する。
　「２社からの提案を評価しましたが、その際、価格ありきではな
く、活用イメージが合うかを意識してもらいました。また、豪雨災
害の際、オフィスの入口まで水が来た経験をしていますので、社内
にサーバーを置かずに運用できるクラウド型をお勧めしました」
　本格的な効率化はこれからだが、「バラバラだった情報がひも
づけされ、必要な情報をすぐに呼び出せるので便利です」と片山
氏は笑顔で話す。
　今後、物件数が増えても人を増やさずに対応できる見込みが
立ってきたという。
　「システムを使いこなして時間に余裕を持たせ、入居者さんへの
サービスの充実や次の展開への準備も進めていきたい」（片山氏）
とのことである。

会社紹介を からを から
事例 vol.2

事例からヨミトル

教材編集や講師業を経て、リックテレコム入
社。情報処理技術者試験の書籍編集、モバ
イル分野の雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」の編集に携わる。
中小企業支援機関・支援者と連携しながら、
中小企業が主体となる等身大のＩＴ活用を
テーマに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ事例
やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

日経ＢＰ総合研究所 上席研究員。１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。
ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名
産品開発のコンサルティング、講演を実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。
著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経ＢＰ社）。

（わたなべ・かずひろ）渡辺和博日経ＢＰ総合研究所 上席研究員

『ちびだら消費』と
『ヘルシースナッキング市場』

　コンビニ発のヒット商品や新しいカテゴリーの商品は
たくさんありますが、最近、私が面白いと思うのが、ちぎり
パンや小分けパンです。パンが最初から小分けにできる
ように、小さく区切ってあったり、小さいサイズのパンやパ
イが一つの袋に複数個入っていたりするものです。
　この「小分けができる」「ちぎれる」など一度に食べきら
ないことが前提の食品にはいくつかの特徴があります。
（１）おなかの空き具合に合わせて適量ずつ消費できる、
（２）いざとなれば複数人でシェアできる、（３）ちぎるとい
う行為がちょっとした快感もあり気分転換になる、といっ
たことです。
　一度に消費しないで、少しずつちびちびと取るというス
タイルは、ペットボトルのお茶の登場で、飲料の分野では
大きなトレンドになり、一気に定着しました。コーヒー系飲
料もペットボトル入りやふた付きの缶に入ったものが登場
してヒットしました。飲料業界でいう「ちびだら飲み」です
が、単に容器の形状が変わっただけでなく、飲用シーンそ
のものに変化をもたらしました。食卓や居間、カフェなどの
店舗で急須やカップを使うのが当たり前だったお茶を、
オフィスの机の上や、アウトドアなどでも楽しめるように
大きく広げました。
　食べ物やスナックも食事の際に一度にたくさん食べる
のではなく、間食を効果的に取り入れて食事の回数を増
やすスタイルは「ヘルシースナッキング」と呼ばれ、ダイエッ
トに有効として注目されています。一般に、間食すると太

ると考えられていますが、一日に摂取する総カロリーを増
やさずに食事の回数を増やして、強い空腹感をつくらない
ようにすると、かえって太りにくくなるという研究結果が出
ています。
　このためヘルシースナッキングは、ダイエット法の一種
として数年前から米国で流行していました。国内でも外食
の自粛や在宅テレワークの普及などで、自宅で食事を取
ることが増え、ここにきて再び注目を集めています。
　小腹が空いたらカロリー控えめで血糖値が急上昇しに
くいおやつを取り、可能ならば、同時にビタミンやミネラ
ル、食物繊維、タンパク質などを補給できれば一石二鳥で
す。米国ではナッツやドライフルーツがヘルシースナッキ
ングの代表的な食品とされています。国内でもさまざまな
食品メーカーがこのジャンルを狙って機能性を加えたクッ
キーやチョコレートなどの商品を発売しています。しかし、
まだ開拓の余地はあり、これから大きくなる分野だと私は
見ています。
　全国各地の道の駅や産直売り場をのぞくと、ドライフ
ルーツや米粉を使ったスナック、干し芋、あるいは海産物
の干物など、うまく原材料や加工法、パッケージなどを工
夫すれば、ヘルシースナッキングにぴったり、と思える商
品がたくさんあります。良質の乳製品や豆類、雑穀類など
の素材もうまく生かせる分野だと思います。商品を出して
いる大手食品メーカーだけでなく、地方の中小企業も特
徴ある商品づくりができそうに感じます。
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株式会社フラッグコーポレイション
広島県東広島市西条下見
従業員数2人
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●ＩＴツール自体を「もっとフィットするもの」に置き換えて
いく姿勢が大切です。
●業界独自の業務がある場合は、業種に特化したＩＴツー
ルを探すことがお勧め。
●ツール選びには専門家のアドバイスもうまく活用しま
しょう。

業界独特の業務は、
専用ツールで乗り越える
　本連載では、IT経営マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」に掲載した全国の
IT活用事例をもとに、中小企業の経営において、ITがどのように役
立つかを、解説していきます。
　今回は、業界独特の業務に焦点を当てます。仕事で使う身近なIT
ツールの一つが、Office系ソフトです。特に表計算ソフトExcelは
データを様々な形で扱うことができ、便利です。使っているうちに、
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理でき、より探しやすく使いやすくなり、業務の効率が上がります。
　今回は小規模な不動産業の例を見てみましょう。
「ＣＯＭＰＡＳＳ」2019年春号から転載（記載内容は掲載時点のもの）

　広島大学のキャンパスが広がる広島県東広島市。この地で学生
向けの賃貸住宅を運営・管理しているのが、フラッグコーポレイ
ションである。自社所有物件が５棟ある。
　不動産の賃貸業務においては、物件・部屋の基本情報、修繕・リ
ノベーション記録、借り手側の顧客情報など、多数の情報を扱う。
物件数が増えるにつれ管理する情報量は膨大になってきた。学生
の入退去が集中する１～３月は業務が特に煩雑になる。
　総務・管理部部長の片山慎治氏は、これらを分野ごとにExcel
で管理してきた。
　「内容ごとにファイルを開いていく手間があり、また、Excelの構
造を知らないとうまく使えません。これではもし、新しい担当者が
入っても、業務に慣れるまで時間を要してしまうでしょう」
　例えば顧客名から部屋情報が見られる、「すぐ取り出せるカル
テ」のようなシステムがあると便利だ。
　片山氏は東広島商工会議所で開催されたIT活用・IT導入補助
金のセミナーに参加。その後、商工会議所の勧めもあり、ITコー
ディネータによる個別支援を活用した。
　アドバイスを受けながら、システムに求める要件を抽出し整理。
　これをもとに、IT導入補助金が適用できる賃貸管理ツール２
サービスを候補に。ＩＴベンダーから説明を聞き、デモを見て、ク
ラウド型の不動産管理サービス「賃貸革命」（日本情報クリエイト
社）に決定した。無事に補助金の採択を受け、導入が実現した。

　選定時に注意した点について担当ITコーディネータは、次のよ
うに解説する。
　「２社からの提案を評価しましたが、その際、価格ありきではな
く、活用イメージが合うかを意識してもらいました。また、豪雨災
害の際、オフィスの入口まで水が来た経験をしていますので、社内
にサーバーを置かずに運用できるクラウド型をお勧めしました」
　本格的な効率化はこれからだが、「バラバラだった情報がひも
づけされ、必要な情報をすぐに呼び出せるので便利です」と片山
氏は笑顔で話す。
　今後、物件数が増えても人を増やさずに対応できる見込みが
立ってきたという。
　「システムを使いこなして時間に余裕を持たせ、入居者さんへの
サービスの充実や次の展開への準備も進めていきたい」（片山氏）
とのことである。

会社紹介を からを から
事例 vol.2

事例からヨミトル

教材編集や講師業を経て、リックテレコム入
社。情報処理技術者試験の書籍編集、モバ
イル分野の雑誌編集を担当した後、ＩＴ経営
マガジン「ＣＯＭＰＡＳＳ」の編集に携わる。
中小企業支援機関・支援者と連携しながら、
中小企業が主体となる等身大のＩＴ活用を
テーマに、全国の事例を取材し、伝えてい
る。各地の商工会議所においても、ＩＴ事例
やＤＸ入門のセミナーを担当。

石原  由美子
IT経営マガジン「COMPASS」編集長

（いしはら・ゆみこ）

日経ＢＰ総合研究所 上席研究員。１９８６年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。
ＩＴ分野、経営分野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名
産品開発のコンサルティング、講演を実施。消費者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。
著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経ＢＰ社）。

（わたなべ・かずひろ）渡辺和博日経ＢＰ総合研究所 上席研究員
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たくさんありますが、最近、私が面白いと思うのが、ちぎり
パンや小分けパンです。パンが最初から小分けにできる
ように、小さく区切ってあったり、小さいサイズのパンやパ
イが一つの袋に複数個入っていたりするものです。
　この「小分けができる」「ちぎれる」など一度に食べきら
ないことが前提の食品にはいくつかの特徴があります。
（１）おなかの空き具合に合わせて適量ずつ消費できる、
（２）いざとなれば複数人でシェアできる、（３）ちぎるとい
う行為がちょっとした快感もあり気分転換になる、といっ
たことです。
　一度に消費しないで、少しずつちびちびと取るというス
タイルは、ペットボトルのお茶の登場で、飲料の分野では
大きなトレンドになり、一気に定着しました。コーヒー系飲
料もペットボトル入りやふた付きの缶に入ったものが登場
してヒットしました。飲料業界でいう「ちびだら飲み」です
が、単に容器の形状が変わっただけでなく、飲用シーンそ
のものに変化をもたらしました。食卓や居間、カフェなどの
店舗で急須やカップを使うのが当たり前だったお茶を、
オフィスの机の上や、アウトドアなどでも楽しめるように
大きく広げました。
　食べ物やスナックも食事の際に一度にたくさん食べる
のではなく、間食を効果的に取り入れて食事の回数を増
やすスタイルは「ヘルシースナッキング」と呼ばれ、ダイエッ
トに有効として注目されています。一般に、間食すると太

ると考えられていますが、一日に摂取する総カロリーを増
やさずに食事の回数を増やして、強い空腹感をつくらない
ようにすると、かえって太りにくくなるという研究結果が出
ています。
　このためヘルシースナッキングは、ダイエット法の一種
として数年前から米国で流行していました。国内でも外食
の自粛や在宅テレワークの普及などで、自宅で食事を取
ることが増え、ここにきて再び注目を集めています。
　小腹が空いたらカロリー控えめで血糖値が急上昇しに
くいおやつを取り、可能ならば、同時にビタミンやミネラ
ル、食物繊維、タンパク質などを補給できれば一石二鳥で
す。米国ではナッツやドライフルーツがヘルシースナッキ
ングの代表的な食品とされています。国内でもさまざまな
食品メーカーがこのジャンルを狙って機能性を加えたクッ
キーやチョコレートなどの商品を発売しています。しかし、
まだ開拓の余地はあり、これから大きくなる分野だと私は
見ています。
　全国各地の道の駅や産直売り場をのぞくと、ドライフ
ルーツや米粉を使ったスナック、干し芋、あるいは海産物
の干物など、うまく原材料や加工法、パッケージなどを工
夫すれば、ヘルシースナッキングにぴったり、と思える商
品がたくさんあります。良質の乳製品や豆類、雑穀類など
の素材もうまく生かせる分野だと思います。商品を出して
いる大手食品メーカーだけでなく、地方の中小企業も特
徴ある商品づくりができそうに感じます。
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ストレスに強いマングローブの遺伝子の秘密を解明
OISTの研究チームは、オヒルギというマングローブのゲノムを解読し、同種がストレスに対処する
ためにどのように遺伝子を制御しているかを明らかにしました。本研究成果は、他の植物のストレ
ス耐性を向上させることに役立つ可能性があります。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

　マングローブ林は、海岸侵食を防ぎ、水中の汚染物質
をろ過し、沿岸の生活を支える魚類などの生物の生育場
所となっており、地球にとって重要な生態系です。また、
一定域内で熱帯雨林の4倍もの炭素を蓄えるため、地球
温暖化に対しても重要な役割を果たしています。このよう
に重要なマングローブ林ですが、かつてないほどの速さ
で伐採が進んでおり、更に人為的ストレスや海面上昇の
影響により、わずか100年ほどで消滅すると予測されて
います。また、これらの生態系の保全に役立つ遺伝情報
はこれまでのところ限られています。
　OIST創設に尽力した故シドニー・ブレナー博士の助
言により、2016年にこのマングローブプロジェクトが始
動し、沖縄県内のマングローブの調査が行われました。
　研究チームは、マングローブの一種であるオヒルギは、
塩分濃度の高い海側の個体と、川の水が多く混ざった河
川側の個体に顕著な違いがあることを発見しました。海
側では樹高が1～2メートル程度だったのに対し、河川側
では7メートルもの高さに達していました。しかも樹高が
低い木は正常に花も咲き、実もなっていました。したがっ
て、この変異は適応的なものであり、塩分ストレスを受け
た植物が厳しい環境に対処するため多くの資源を投入で
きるようになったと考えられます。
　研究チームは、オヒルギからDNAを抽出しゲノムを解
読した結果、3億900万の塩基対と推定34,403個の遺
伝子があることを発見しました。これまでに知られている
他のマングローブ樹種よりもはるかに大きなゲノムでし
た。この大きさの大部分は、DNAのほぼ半分を占める反
復配列によるもので、この反復DNAの種類を調べたとこ

ろ、ゲノムの4分の1以上がトランスポゾン「動く遺伝子」
と呼ばれる遺伝因子で構成されていることが判明しまし
た。ゲノム進化の大きな要因で諸刃の剣でもあるトランス
ポゾンの移動によってゲノムに乱れが生じると、すでにス
トレスを受けている場合には利益よりも害がもたらされ
る可能性が高くなるため、一般的なマングローブは他の
植物よりもゲノムが小さく、トランスポゾンが抑制されて
います。しかし、オヒルギに関しては必ずしもそうではあ
りませんでした。研究チームは、同種が他の種よりも祖先
種に近いため、ストレス環境下でトランスポゾンを効率的
に抑制する方法を持つに至る進化を遂げていないのでは
ないかと推測しています。
　そして、トランスポゾンを含む遺伝子の活性が、塩分
濃度の高い海側と、塩分濃度の低い河川側でどのように
異なっているかを調べました。更に、実験室で海側と河川
側の塩分濃度を再現し、異なる条件下で育てたマング
ローブの遺伝子活性を比較しました。結果として、海側の
個体と実験室の高塩分濃度の環境で育った個体の両方
において、トランスポゾンの活性を抑制する遺伝子の発
現量が高く、活性を促進する遺伝子の発現量が低下して
いました。また、その活性を低下させるDNAの化学的修
飾が行われていることを示す証拠が見つかり、水分が不
足しているときに活性化する遺伝子など、植物のストレス
応答に関わる遺伝子の活性が強化していることも確認さ
れました。
　今後の研究では、季節や気温、降雨量の変化が、マング
ローブのゲノムの活性にどのような影響を与えるかを調
査する予定です。

通信

1960年代観光案内

沖
縄

　観
光

　
沖
縄
観
光
は
2
0
1
9（
令
和
元
）年
に
入
域
観
光
客
数

1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、旅
行
の
自

粛
や
海
外
か
ら
の
入
国
制
限
措
置
な
ど
に
よ
り
、現
在
は

観
光
客
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、沖
縄
観
光
は
好
調
な

伸
び
を
み
せ「
コ
ロ
ナ
禍
」収
束
後
に
は
、再
び
成
長
路
線

へ
と
向
か
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

沖
縄
観
光
協
会

　
復
帰
50
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
、復
帰
前
の

沖
縄
観
光
の
こ
と
に
つ
い
て
、な
か
で
も
沖
縄
観
光
協
会

と
そ
の
初
代
事
務
局
長
の
與
那
国（
山
城
）善
三
氏
に
つ
い

て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
9
5
4
年
、日
本
航
空
の
羽
田・那
覇
直
行
便
が
就
航

し
ま
し
た
。同
じ
年
に
沖
縄
観
光
協
会（
現：沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当

時
、同
協
会
の
事
務
局
長
を
務
め
た
與
那
国（
山
城
）善
三

氏
が
1
9
5
5
年
に
出
版
し
た「
最
新
沖
縄
案
内
」

（
4
9
4
ペ
ー
ジ
）は
、戦
後
の
沖
縄
を
幅
広
く
紹
介
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、巻
頭
写
真
で
は
琉
球
政

府
ビ
ル
を
筆
頭
に
斎
場
御
嶽
や
グ
ス
ク
、真
玉
橋
や
崇
元

寺
、運
天
港
な
ど
沖
縄
の
風
光
明
媚
な
場
所
や
史
跡
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
著
者
の
與
那
国
善
三
氏
は「
最
近
沖
縄
訪
問
す
る
方
が

多
い
、官
公
吏
、学
術
研
究
者
は
勿
論
実
業
家
、商
売
人
、ハ

ワ
イ
二
世
、日
本
遺
族
等
各
方
面
の
方
々
で
あ
る
」と
し

て
、地
元
沖
縄
出
身
者
も
含
め
て「
本
書
は
こ
れ
等
の
方
々

に
沖
縄
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
書
い
た
」と

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
地
理
的
情
報
か
ら
始
ま
り
米
国
施
政
権
下
に
お

け
る
沖
縄
の
行
政
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
ま
す
。財
政

や
教
育
、宗
教
、衛
生
、交
通
、産
業
、風
俗
、習
慣
、琉
球
料

理
な
ど
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
最
終
章「
沖
縄
観
光
」で
あ

り
、観
光
地
や
観
光
コ
ー
ス
、お
土
産
な
ど
を
紹
介
し
沖
縄

案
内
を
総
括
し
て
い
ま
す
。

　「
観
光
地
」は
大
き
く
九
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。①
那
覇

市
内
②
南
部
地
区
③
南
部
地
区
離
島
④
中
部
地
区
⑤
中
部

地
区
離
島
⑥
北
部
地
区
⑦
北
部
離
島
⑧
宮
古
群
島
⑨
八
重

山
群
島
の
九
地
区
で
す
。

　
具
体
的
な
場
所
は
、那
覇
市
内
で
は
琉
球
政
府
ビ
ル
、

波
之
上
宮
、護
国
寺
、奥
武
山
公
園
、崇
元
寺
、首
里
博
物

館
、龍
潭
池
、琉
球
大
学（
首
里
城
跡
）及
放
送
局
、壺
屋
、

漆
器
工
場
、織
物
工
場
、紅
型
工
場
、パ
ナ
マ
製
造
工
場
、

瑞
泉
塔
酒
造
工
場
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
部
地
区
で
は
、真
玉
橋
、南
山
城
址
、白
銀
堂
、幸
地
腹

墓
地
そ
し
て
バ
ク
ナ
ー
中
将
戦
死
地
跡
、姫
百
塔
、白
梅

塔
、黎
明
塔
、島
守
塔
な
ど
の
戦
跡
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。他
に
は
受
水
走
水
、斎
場
嶽
、知
念
城
址
、佐
敷
城
址
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
地
区
で
は
浦
添
城
址
、ヨ
ウ
ド
レ
王
陵
、普
天
間
権

現
、比
謝
矼
、座
喜
味
城
址
、中
城
城
址
、中
村
家
、荻
堂
貝

塚
、勝
連
城
址
、伊
波
貝
塚
、石
川
ダ
ム
、石
川
ビ
ー
チ
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
部
地
区
で
は
、山
田
城
址
、万
座
毛
、許
田
手
水
、轟
の

滝
、金
武
寺
、部
間
権
現
、渡
久
地
港
、今
帰
仁
城
址
、運
天

港
、百
按
司
墓
、屋
我
地
大
橋
、塩
屋
港
、謝
敷
板
干
瀬
、茅

打
バ
ン
タ
、久
志
観
音
、汀
間
の
金
丸
井
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
続
く「
観
光
コ
ー
ス
」で
は
、こ
れ
ら
の
観
光
地
を
め
ぐ

る
半
日
コ
ー
ス
か
ら
三
日
間
コ
ー
ス
ま
で
４
行
程
を
具
体

的
に
示
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
観
光
の
資
源

　
復
帰
前
の
沖
縄
観
光
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
慰
霊
訪
問
団

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。本
土
か
ら
沖
縄
へ
の
来
訪
者
の
多
く

は
沖
縄
戦
で
家
族
や
親
族
、知
人
を
亡
く
し
た
人
々
で

し
た
。

　
沖
縄
観
光
協
会
の
事
務
局
長
を
務
め
た
與
那
国（
山
城
）

善
三
氏
は
、琉
球
遺
族
連
合
会（
現：沖
縄
遺
族
連
合
会
）の

事
務
局
長
も
務
め
て
い
ま
し
た
。與
那
国
氏
の
経
歴
か
ら

戦
跡
地
を
観
光
地
と
し
て
取
り
上
げ「
最
新
沖
縄
観
光
」や

沖
縄
観
光
協
会
機
関
誌「
観
光
沖
縄
」の
中
で
も
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
興
味
深
い
点
は
與
那
国
氏
は
文
化
財
専
門
審
議
会

の
常
任
委
員
も
兼
任
し
て
い
た
こ
と
で
す
。1
9
5
5
年

刊
行
の「
最
新
沖
縄
案
内
」で
は
琉
球
政
府
の
比
嘉
秀
平
行

政
主
席
が「
沖
縄
の
過
去
と
現
実
に
最
も
精
通
し
て
い
る

與
那
国
善
三
氏
は
沖
縄
案
内
を
執
筆
さ
れ
、戦
前
戦
後
の

沖
縄
の
姿
を
幾
多
の
資
料
に
よ
っ
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
た

の
で
あ
る
」と
紹
介
し
て
い
ま
す
。沖
縄
を
訪
れ
る
人
々
や

沖
縄
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
人
々
に
向
け
て
戦
前
や
戦
後

の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、戦
跡
だ
け
で
は
な
く
各
地
の
名

所
旧
蹟
、祭
祀
儀
礼
や
料
理
な
ど
も
含
め
て
幅
広
く
紹
介

し
た
與
那
国
氏
は
沖
縄
に
内
在
す
る
観
光
資
源
に
注
目
し

ま
し
た
。地
元
の
魅
力
を
保
全
活
用
す
る
発
想
は
、乱
開
発

で
は
な
く
、持
続
可
能
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
先
駆
け
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
博
物
館
班 

班
長 

外
間 

一
先
）

復
帰
前
の
沖
縄
観
光
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貿易部会開催

後継者塾開催キューバ共和国駐日大使
が表敬訪問

ストレスに強いマングローブの遺伝子の秘密を解明
OISTの研究チームは、オヒルギというマングローブのゲノムを解読し、同種がストレスに対処する
ためにどのように遺伝子を制御しているかを明らかにしました。本研究成果は、他の植物のストレ
ス耐性を向上させることに役立つ可能性があります。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

　マングローブ林は、海岸侵食を防ぎ、水中の汚染物質
をろ過し、沿岸の生活を支える魚類などの生物の生育場
所となっており、地球にとって重要な生態系です。また、
一定域内で熱帯雨林の4倍もの炭素を蓄えるため、地球
温暖化に対しても重要な役割を果たしています。このよう
に重要なマングローブ林ですが、かつてないほどの速さ
で伐採が進んでおり、更に人為的ストレスや海面上昇の
影響により、わずか100年ほどで消滅すると予測されて
います。また、これらの生態系の保全に役立つ遺伝情報
はこれまでのところ限られています。
　OIST創設に尽力した故シドニー・ブレナー博士の助
言により、2016年にこのマングローブプロジェクトが始
動し、沖縄県内のマングローブの調査が行われました。
　研究チームは、マングローブの一種であるオヒルギは、
塩分濃度の高い海側の個体と、川の水が多く混ざった河
川側の個体に顕著な違いがあることを発見しました。海
側では樹高が1～2メートル程度だったのに対し、河川側
では7メートルもの高さに達していました。しかも樹高が
低い木は正常に花も咲き、実もなっていました。したがっ
て、この変異は適応的なものであり、塩分ストレスを受け
た植物が厳しい環境に対処するため多くの資源を投入で
きるようになったと考えられます。
　研究チームは、オヒルギからDNAを抽出しゲノムを解
読した結果、3億900万の塩基対と推定34,403個の遺
伝子があることを発見しました。これまでに知られている
他のマングローブ樹種よりもはるかに大きなゲノムでし
た。この大きさの大部分は、DNAのほぼ半分を占める反
復配列によるもので、この反復DNAの種類を調べたとこ

ろ、ゲノムの4分の1以上がトランスポゾン「動く遺伝子」
と呼ばれる遺伝因子で構成されていることが判明しまし
た。ゲノム進化の大きな要因で諸刃の剣でもあるトランス
ポゾンの移動によってゲノムに乱れが生じると、すでにス
トレスを受けている場合には利益よりも害がもたらされ
る可能性が高くなるため、一般的なマングローブは他の
植物よりもゲノムが小さく、トランスポゾンが抑制されて
います。しかし、オヒルギに関しては必ずしもそうではあ
りませんでした。研究チームは、同種が他の種よりも祖先
種に近いため、ストレス環境下でトランスポゾンを効率的
に抑制する方法を持つに至る進化を遂げていないのでは
ないかと推測しています。
　そして、トランスポゾンを含む遺伝子の活性が、塩分
濃度の高い海側と、塩分濃度の低い河川側でどのように
異なっているかを調べました。更に、実験室で海側と河川
側の塩分濃度を再現し、異なる条件下で育てたマング
ローブの遺伝子活性を比較しました。結果として、海側の
個体と実験室の高塩分濃度の環境で育った個体の両方
において、トランスポゾンの活性を抑制する遺伝子の発
現量が高く、活性を促進する遺伝子の発現量が低下して
いました。また、その活性を低下させるDNAの化学的修
飾が行われていることを示す証拠が見つかり、水分が不
足しているときに活性化する遺伝子など、植物のストレス
応答に関わる遺伝子の活性が強化していることも確認さ
れました。
　今後の研究では、季節や気温、降雨量の変化が、マング
ローブのゲノムの活性にどのような影響を与えるかを調
査する予定です。

通信

1960年代観光案内

沖
縄

　観
光

　
沖
縄
観
光
は
2
0
1
9（
令
和
元
）年
に
入
域
観
光
客
数

1
0
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、旅
行
の
自

粛
や
海
外
か
ら
の
入
国
制
限
措
置
な
ど
に
よ
り
、現
在
は

観
光
客
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、沖
縄
観
光
は
好
調
な

伸
び
を
み
せ「
コ
ロ
ナ
禍
」収
束
後
に
は
、再
び
成
長
路
線

へ
と
向
か
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

沖
縄
観
光
協
会

　
復
帰
50
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
、復
帰
前
の

沖
縄
観
光
の
こ
と
に
つ
い
て
、な
か
で
も
沖
縄
観
光
協
会

と
そ
の
初
代
事
務
局
長
の
與
那
国（
山
城
）善
三
氏
に
つ
い

て
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
9
5
4
年
、日
本
航
空
の
羽
田・那
覇
直
行
便
が
就
航

し
ま
し
た
。同
じ
年
に
沖
縄
観
光
協
会（
現：沖
縄
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当

時
、同
協
会
の
事
務
局
長
を
務
め
た
與
那
国（
山
城
）善
三

氏
が
1
9
5
5
年
に
出
版
し
た「
最
新
沖
縄
案
内
」

（
4
9
4
ペ
ー
ジ
）は
、戦
後
の
沖
縄
を
幅
広
く
紹
介
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、巻
頭
写
真
で
は
琉
球
政

府
ビ
ル
を
筆
頭
に
斎
場
御
嶽
や
グ
ス
ク
、真
玉
橋
や
崇
元

寺
、運
天
港
な
ど
沖
縄
の
風
光
明
媚
な
場
所
や
史
跡
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
著
者
の
與
那
国
善
三
氏
は「
最
近
沖
縄
訪
問
す
る
方
が

多
い
、官
公
吏
、学
術
研
究
者
は
勿
論
実
業
家
、商
売
人
、ハ

ワ
イ
二
世
、日
本
遺
族
等
各
方
面
の
方
々
で
あ
る
」と
し

て
、地
元
沖
縄
出
身
者
も
含
め
て「
本
書
は
こ
れ
等
の
方
々

に
沖
縄
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
べ
く
書
い
た
」と

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
地
理
的
情
報
か
ら
始
ま
り
米
国
施
政
権
下
に
お

け
る
沖
縄
の
行
政
に
つ
い
て
も
説
明
し
て
い
ま
す
。財
政

や
教
育
、宗
教
、衛
生
、交
通
、産
業
、風
俗
、習
慣
、琉
球
料

理
な
ど
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
最
終
章「
沖
縄
観
光
」で
あ

り
、観
光
地
や
観
光
コ
ー
ス
、お
土
産
な
ど
を
紹
介
し
沖
縄

案
内
を
総
括
し
て
い
ま
す
。

　「
観
光
地
」は
大
き
く
九
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。①
那
覇

市
内
②
南
部
地
区
③
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部
地
区
離
島
④
中
部
地
区
⑤
中
部

地
区
離
島
⑥
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部
地
区
⑦
北
部
離
島
⑧
宮
古
群
島
⑨
八
重

山
群
島
の
九
地
区
で
す
。

　
具
体
的
な
場
所
は
、那
覇
市
内
で
は
琉
球
政
府
ビ
ル
、

波
之
上
宮
、護
国
寺
、奥
武
山
公
園
、崇
元
寺
、首
里
博
物

館
、龍
潭
池
、琉
球
大
学（
首
里
城
跡
）及
放
送
局
、壺
屋
、

漆
器
工
場
、織
物
工
場
、紅
型
工
場
、パ
ナ
マ
製
造
工
場
、

瑞
泉
塔
酒
造
工
場
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
部
地
区
で
は
、真
玉
橋
、南
山
城
址
、白
銀
堂
、幸
地
腹

墓
地
そ
し
て
バ
ク
ナ
ー
中
将
戦
死
地
跡
、姫
百
塔
、白
梅

塔
、黎
明
塔
、島
守
塔
な
ど
の
戦
跡
地
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。他
に
は
受
水
走
水
、斎
場
嶽
、知
念
城
址
、佐
敷
城
址
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
中
部
地
区
で
は
浦
添
城
址
、ヨ
ウ
ド
レ
王
陵
、普
天
間
権

現
、比
謝
矼
、座
喜
味
城
址
、中
城
城
址
、中
村
家
、荻
堂
貝

塚
、勝
連
城
址
、伊
波
貝
塚
、石
川
ダ
ム
、石
川
ビ
ー
チ
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
部
地
区
で
は
、山
田
城
址
、万
座
毛
、許
田
手
水
、轟
の

滝
、金
武
寺
、部
間
権
現
、渡
久
地
港
、今
帰
仁
城
址
、運
天

港
、百
按
司
墓
、屋
我
地
大
橋
、塩
屋
港
、謝
敷
板
干
瀬
、茅

打
バ
ン
タ
、久
志
観
音
、汀
間
の
金
丸
井
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
続
く「
観
光
コ
ー
ス
」で
は
、こ
れ
ら
の
観
光
地
を
め
ぐ

る
半
日
コ
ー
ス
か
ら
三
日
間
コ
ー
ス
ま
で
４
行
程
を
具
体

的
に
示
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
観
光
の
資
源

　
復
帰
前
の
沖
縄
観
光
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
慰
霊
訪
問
団

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。本
土
か
ら
沖
縄
へ
の
来
訪
者
の
多
く

は
沖
縄
戦
で
家
族
や
親
族
、知
人
を
亡
く
し
た
人
々
で

し
た
。

　
沖
縄
観
光
協
会
の
事
務
局
長
を
務
め
た
與
那
国（
山
城
）

善
三
氏
は
、琉
球
遺
族
連
合
会（
現：沖
縄
遺
族
連
合
会
）の

事
務
局
長
も
務
め
て
い
ま
し
た
。與
那
国
氏
の
経
歴
か
ら

戦
跡
地
を
観
光
地
と
し
て
取
り
上
げ「
最
新
沖
縄
観
光
」や

沖
縄
観
光
協
会
機
関
誌「
観
光
沖
縄
」の
中
で
も
積
極
的
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
興
味
深
い
点
は
與
那
国
氏
は
文
化
財
専
門
審
議
会

の
常
任
委
員
も
兼
任
し
て
い
た
こ
と
で
す
。1
9
5
5
年

刊
行
の「
最
新
沖
縄
案
内
」で
は
琉
球
政
府
の
比
嘉
秀
平
行

政
主
席
が「
沖
縄
の
過
去
と
現
実
に
最
も
精
通
し
て
い
る

與
那
国
善
三
氏
は
沖
縄
案
内
を
執
筆
さ
れ
、戦
前
戦
後
の

沖
縄
の
姿
を
幾
多
の
資
料
に
よ
っ
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
た

の
で
あ
る
」と
紹
介
し
て
い
ま
す
。沖
縄
を
訪
れ
る
人
々
や

沖
縄
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
人
々
に
向
け
て
戦
前
や
戦
後

の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、戦
跡
だ
け
で
は
な
く
各
地
の
名

所
旧
蹟
、祭
祀
儀
礼
や
料
理
な
ど
も
含
め
て
幅
広
く
紹
介

し
た
與
那
国
氏
は
沖
縄
に
内
在
す
る
観
光
資
源
に
注
目
し

ま
し
た
。地
元
の
魅
力
を
保
全
活
用
す
る
発
想
は
、乱
開
発

で
は
な
く
、持
続
可
能
な
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
先
駆
け
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
博
物
館
班 

班
長 

外
間 

一
先
）

復
帰
前
の
沖
縄
観
光
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事業活動における
賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスク

を総合的に補償します｡

全 国 商 工 会 議 所

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。
●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。
本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ
●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブ
リを解消し、一本化して加入可能
●賠償責任（PL、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業
遂行等）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のため
の資金を確保

●全国商工会議所のスケールメリットによる割安な保険料水準
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し
●保健所指示などによる新型コロナウイルス感染症の消毒費
用および消毒に伴う営業休止にかかる損失を補償

各地商工会議所
東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険]　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険]
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険]　
大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険]

お問い合わせ先 引受損害保険会社商工会議所名簿
日本商工会議所

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保険制度HP

2021年10月作成　21-T03556

制度運営

銀行の借入金返済にお悩みの事業者様へ
（株）琉球銀行からのお知らせ

銀行の借入金返済にお悩みの事業者様へ
（株）琉球銀行からのお知らせ

長期借入金の一本化の目的とスキーム
●県内企業は緊急事態宣言の解除を受け、徐々に事業を再開しており、今後、業績回復へ向けて注力すべきと
ころ、コロナ禍で積み上がった借入金の返済負担が、重荷になることが予想されます。
●そこで、琉球銀行は、アフターコロナを見据えた支援策として長期借入金の一本化を行い、返済負担の軽減
を図ることで、県内企業が業績回復へ向けて注力できるよう支援していきたいと考えております。

《現状》 《一本化後》一本化
融資期間 融資期間現在 現在

元金据置→返済開始

元金据置→返済開始

元金据置→返済開始

元金据置→返済開始

元金 据置→返済開始

元金据置→返済開始

ゼロゼロ
融資等

ゼロゼロ
融資等

償還力不足 償還可能コ
ロ
ナ
前
Ｃ
Ｆ

回
復
後
Ｃ
Ｆ

一本化実行

回
復
期 一本化後の

借入金
一本化後の
借入金

→逓増償還
　開始

✓複数の借入金
✓融資期間がバラバラ
✓返済負担が重荷

目的

本件お問い合わせ　   琉球銀行 審査部　担当：山内　電話：098-860-3388

✓複数の借入金を一つの借入金にまとめて返済期限
　を延長することで返済負担を軽減
✓さらに、業績が回復するまでの間、収益の水準に合
　わせて返済額を減額

一
本
化
後

返
済
額

元
金
据
置
後

返
済
額
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那覇商工会議所

5・6月スケジュール 4月事務局日誌

4月7日 （木）

4月8日（金）

4月10日（日）

4月11日（月）

4月12日（火）

4月13日（水）

4月17日（日）

4月18日（月）

4月19日（火）

4月20日（水）

4月21日（木）

4月22日（金）

4月26日（火）

4月27日（水）

初めての資産形成オンラインセミナー

九州商工会議所連合会専務理事会

珠算検定試験

初めての資産形成オンラインセミナー

経済対策関係団体会議幹事会

青年部　第79回通常総会

情報処理技術者試験

サイバーリスクセミナー

初めての資産形成オンラインセミナー

女性会　第42回定時総会

ＢＷＣ進発式

経営者のための健康経営セミナー（基礎

編）

日本商工会議所常議員会（オンライン）

初めての資産形成オンラインセミナー

正副会頭会議

節約術＆資産形成オンラインセミナー

経済団体会議幹事会

5月１0日（火）

5月１2日（木）

5月１8日（水）

5月20日（金）

5月25日（水）

5月26日（木）

5月27日（金）

６月1日（水）

～6月3日（金）

６月6日（月）

６月8日（水）

６月9日（木）

６月12日（日）

６月20日（月）

６月22日（水）

６月26日（日）

６月27日（月）

沖縄県商工会議所青年部連合会　第39

回定時総会

よろず支援拠点相談会

正副会頭会議

うちなー健康企業会発足記念オンライン

セミナー

全国商工会議所専務理事・事務局長会議

経済団体会議幹事会

よろず支援拠点相談会

第１回ＢＷＣブロック運営委員会（ハイブ

リット）

全国商工会議所観光振興大会2022 in え

ひめ松山

九州商工会議所女性会連合　総会（福岡）

九州商工会議所連合会幹事会

九州商工会議所連合会通常会員総会

第161回簿記検定試験

正副会頭会議

経済団体会議幹事会

第225回珠算検定試験

那覇商工会議所通常議員総会

Member announcement

那覇商工会議所
〒900-0015 那覇市久茂地1-7-1 琉球リース総合ビル6F

098-868-3758國仲広報担当
企画業務部お問合せ先

下記のメールアドレスへご提出下さい。
E-mail : kuninaka@nahacci.or.jp
※または郵送でも承ります。

掲載月については、申込み状況により調整
させて頂きますので、お問合わせ下さい。

毎月15日（翌月掲載）

掲載内容 貴社の新製品や各種サービス、イベントの
告知等にご利用下さい。

提出原稿

提出方法

原稿締切

掲  載  月

「会員の窓」は、会員の皆様が扱っている商品、
サービスなどを無料で紹介するコーナーです。
掲載ご希望の方は下記要項を確認の上、当所
担当までご連絡ください。

　事業所名　 　住所　 　電話番号・FAX
　HPまたはE-mail　  　紹介文
（１）見出し文字40字まで（サブタイトル含む）
（２）文章…200文字程度
（３）画像１枚…商品・各種サービス・店内・
　  外観など1枚ご提出下さい。

1 2 3
4 5

無料 で宣伝しませんか！？

インボイス制度に適切に対応するためには、消費税の仕組み（簡易課税制度や仕入税額控除に関する経過措置
等）について正しく理解する必要があります。詳しくはお近くの税務署・顧問税理士等にお問い合わせください。
商工会議所では、インボイス制度に関する情報提供や講習会の開催等を今後検討していきます。  (2022年4月時点）

●売手が買手に対して、適用税率や消費税額等を伝えるもので、現行の請求書に
「登録番号」 「適用税率ごとに区分した消費税額等」を追記したもの。 
●制度導入が予定される2023年10月1日からインボイスを発行する場合、原則とし
て2023年3月31日までに税務署長に登録申請書を提出し、インボイス
発行事業者としての登録と、登録番号の通知を受ける必要があります。 

そう言われる
前に

　　ご相談
くださいそう言われる
前に

　　ご相談
ください

お取引できま
せん！
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5・6月スケジュール 4月事務局日誌

4月7日 （木）

4月8日（金）

4月10日（日）

4月11日（月）

4月12日（火）

4月13日（水）

4月17日（日）

4月18日（月）

4月19日（火）

4月20日（水）

4月21日（木）

4月22日（金）

4月26日（火）

4月27日（水）

初めての資産形成オンラインセミナー

九州商工会議所連合会専務理事会

珠算検定試験

初めての資産形成オンラインセミナー

経済対策関係団体会議幹事会

青年部　第79回通常総会

情報処理技術者試験

サイバーリスクセミナー

初めての資産形成オンラインセミナー

女性会　第42回定時総会

ＢＷＣ進発式

経営者のための健康経営セミナー（基礎

編）

日本商工会議所常議員会（オンライン）

初めての資産形成オンラインセミナー

正副会頭会議

節約術＆資産形成オンラインセミナー

経済団体会議幹事会

5月１0日（火）

5月１2日（木）

5月１8日（水）

5月20日（金）

5月25日（水）

5月26日（木）

5月27日（金）

６月1日（水）

～6月3日（金）

６月6日（月）

６月8日（水）

６月9日（木）

６月12日（日）

６月20日（月）

６月22日（水）

６月26日（日）

６月27日（月）

沖縄県商工会議所青年部連合会　第39

回定時総会

よろず支援拠点相談会

正副会頭会議

うちなー健康企業会発足記念オンライン

セミナー

全国商工会議所専務理事・事務局長会議

経済団体会議幹事会

よろず支援拠点相談会

第１回ＢＷＣブロック運営委員会（ハイブ

リット）

全国商工会議所観光振興大会2022 in え

ひめ松山

九州商工会議所女性会連合　総会（福岡）

九州商工会議所連合会幹事会

九州商工会議所連合会通常会員総会
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正副会頭会議

経済団体会議幹事会

第225回珠算検定試験

那覇商工会議所通常議員総会

Member announcement

那覇商工会議所
〒900-0015 那覇市久茂地1-7-1 琉球リース総合ビル6F

098-868-3758國仲広報担当
企画業務部お問合せ先

下記のメールアドレスへご提出下さい。
E-mail : kuninaka@nahacci.or.jp
※または郵送でも承ります。

掲載月については、申込み状況により調整
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毎月15日（翌月掲載）
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告知等にご利用下さい。

提出原稿

提出方法

原稿締切

掲  載  月

「会員の窓」は、会員の皆様が扱っている商品、
サービスなどを無料で紹介するコーナーです。
掲載ご希望の方は下記要項を確認の上、当所
担当までご連絡ください。

　事業所名　 　住所　 　電話番号・FAX
　HPまたはE-mail　  　紹介文
（１）見出し文字40字まで（サブタイトル含む）
（２）文章…200文字程度
（３）画像１枚…商品・各種サービス・店内・
　  外観など1枚ご提出下さい。

1 2 3
4 5

無料 で宣伝しませんか！？

インボイス制度に適切に対応するためには、消費税の仕組み（簡易課税制度や仕入税額控除に関する経過措置
等）について正しく理解する必要があります。詳しくはお近くの税務署・顧問税理士等にお問い合わせください。
商工会議所では、インボイス制度に関する情報提供や講習会の開催等を今後検討していきます。  (2022年4月時点）

●売手が買手に対して、適用税率や消費税額等を伝えるもので、現行の請求書に
「登録番号」 「適用税率ごとに区分した消費税額等」を追記したもの。 
●制度導入が予定される2023年10月1日からインボイスを発行する場合、原則とし
て2023年3月31日までに税務署長に登録申請書を提出し、インボイス
発行事業者としての登録と、登録番号の通知を受ける必要があります。 
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① 企業PR便のご案内
② 企業広告募集のご案内
③ ブラインドクリーニングはプロに任せて！
④ 格安HP制作・PCレンタルサービスのご案内
⑤ 社長の手取りを増やす目からウロコの具体策
⑥ 補助金申請は当社にお任せ下さい‼ 

⑦ 製作費0円HP制作なら「First」のご案内
⑧ 専門家派遣のご案内
⑨ 助成金のご案内
⑩ 沖縄で求人出すならジョブアンテナのご案内
⑪ 採択実績66.6％！再構築補助金支援のご案内
⑫ 人事制度を見直してみませんか？


